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今月の注目記事

平成 30 年度一般会計・特別会計予算
4月から市役所の組織が変わります
大切なあなたを守る特定健診
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会 計 名 予 算 額

国民健康保険特別会計 60 億 8,245 万 1 千円

後期高齢者医療特別会計 6 億 163 万 6 千円

介 護 保 険 特 別 会 計 36 億   383 万 6 千円

農業集落排水事業特別会計 2,907 万 5 千円

公共下水道事業特別会計 10 億 2,709 万 5 千円

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 9 億 8,802 万 4 千円

合 計 123 億 3,211 万 7 千円

会計名・科目名 予 算 額

水

道

事

業

会

計

収益的
収 支

収入 11 億 3,111 万 7 千円

支出 10 億 4,435 万 5 千円

資本的
収 支

収入 3 億 938 万 7 千円

支出 7 億   1,202 万 2 千円

支出合計 17 億 5,637 万 7 千円

※資本的収支の収入と支出の差額については、内部
留保資金などにより補てんされます。

特別会計など（ 140 億 8,849 万 4 千円）  < 対前年度比 12.2％減 >
▼特別会計
　特定の収入を特定の目的のために使う場合など、
一般会計と経理を区別するために設置する会計

▼企業会計
　特別会計のうち、料金収入などでサービスを
行う企業的性格の強い会計

問合せ　一般会計・特別会計について　財政課　　☎(43)1111 内線 252・(43)3783
　　　　水道事業会計について　　　　水道管理課☎(48)0050・（48）0120

一般会計（ 175 億 5,000 万円）　　　　 < 対前年度比 5.3 ％増 >

平成30年度予算をお知らせします
　平成 30 年度予算が平成 30 年第 1 回市議会定例会で可決され、成立しました。ここでは、

みなさんに納めていただく市税や国・県からの収入などの使途についてお知らせします。

　我が国の景気は、緩やかに回復しているとされており、当市においても、市税は前年度当初予算比で1.1％

の増加見込みと、わずかではありますが増収の兆し

が見えてきています。

　このような中、平成 30年度は組織機構の再編を

実施し、政策立案力および情報発信力の強化を図り

ます。その上で、第 5次幸手市総合振興計画の最

終年度にあたることから、市民のみなさんの視点に

立ち、限りある貴重な財源を適切かつ効果的に配分

し、子育てや教育、福祉、防災など、各施策の充

実による「都市と自然が調和した、安心・安全で活

力あるまち」の実現に向けた予算を編成しました。
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上段：科目名
中段：構成比
下段：予算額



　市では、詳細な財政状況を把握し、計画的な財政運営を行うため、企業会計的手法を取り入れた平成 28
年度版連結財務書類を作成し、市ホームページで公開しています。

新規で行う事業 や拡充した事業 を中心にお知らせします。
※第５次幸手市総合振興計画後期基本計画における政策の主なものを＜　＞内に表示しています。主な施策

（単位：千円）

　ここでは、平成 30 年度の事業の一部を紹介し
ています。詳細については、「予算書」・「幸手市
の予算概要」をご覧ください。
※市役所情報公開コーナー、各公民館、図書館の

ほか、市ホームページ(https://www.city.satte.
lg.jp/)でも公開しています。
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道路や橋、公園などの
整備・維持管理に使われるお金土木費

＜自然と共生した安心・安全でゆとりのあるまち＞
＜地域の特性を活かした快適で特色あるまち＞

駅橋上化および自由通路整備工事の負担金
古川橋の架替工事
道路の補修および維持管理
公園の維持管理
大中落・中落のしゅんせつ工事
公園の長寿命化工事

1,009,000
287,884
67,693
61,164
19,844
8,137

〔幸手駅舎を橋上化し、

自由通路を整備します〕

　駅利用者の利便性向上の
ため、幸手駅の橋上化を進
めます。平成 31 年 3 月の
供用開始をめざします。

広報・広聴、企画、
市税の賦課・徴収などに使われるお金総務費

＜自然と共生した安心・安全でゆとりのあるまち＞
＜ 基 本 構 想 の 実 現 の た め に ＞

第 6次幸手市総合振興計画の策定
（仮称）郷土資料室開設記念事業
シティプロモーションの推進
運転免許証自主返納者の支援

〔市をＰＲするため、シティ

プロモーションを推進します〕

　市の持つ魅力の発掘、創造
を行い、移住・定住の促進や
地域の活性化に取り組みます。

9,173
4,930
3,815
1,560

民間保育園建設への補助
放課後児童クラブの運営
シルバー人材センターへの補助
子育て支援センターの運営
子育て総合窓口の運営

（仮称）幸手駅保育ステーションの設計

子育て支援や、障がい者・高齢者などの
福祉に使われるお金民生費

＜健やかで生き生きとした暮らしのあるまち＞

〔子育て応援日本一をめざします〕

　働くパパ・ママに良好な保育環境を
提供するため、民間保育園の建設を補
助します。また、幸手駅橋上駅舎の開
設に伴い、駅周辺に保育ステーション
を設置するための設計を行います。

122,366
95,813
10,320
10,139
8,334
2,787

各種検診・予防接種、
ごみ・し尿処理などに使われるお金衛生費

＜自然と共生した安心・安全でゆとりのあるまち＞
＜健やかで生き生きとした暮らしのあるまち＞

各種がん検診などの実施
合併処理浄化槽設置に対する補助
住宅用太陽光発電システム設置に対する補助
健康マイレージ事業の実施

48,664
6,640
3,000
1,555

〔健康づくりを推進します〕

　楽しみながらウォーキングや健康習
慣を継続していくために、通信機能付
き歩数計を活用して「健康マイレージ事
業」を実施します。

消防・救急、
防災・災害対策などに使われるお金消防費

＜自然と共生した安心・安全でゆとりのあるまち＞

埼玉東部消防組合運営費の負担金
災害時用備蓄品の購入
自主防災組織への補助

841,451
11,607
2,095

〔防災力向上をめざします〕

　災害時における市民の生活
の安全確保のため、食料や生
活必需品などの備蓄や防災資
機材を整備します。

小・中学校、生涯学習、
スポーツ振興などに使われるお金教育費

＜明日を支える人を育む教育・文化の豊かなまち＞

小・中学校トイレの洋式化
　（八代小、さくら小、東中、西中）

小・中学校の教室内エアコンの使用
公民館の運営
小・中学校施設の修繕および工事
中学校武道場の吊り天井の安全対策

　（幸手中、東中）
幸手総合公園体育施設の修繕
外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置
（仮称）郷土資料室の整備
学力調査の実施

538,691
64,391
55,933
54,702

33,823
31,180
30,033
9,471
2,485

〔小・中学校の施設を整備します〕

　児童・生徒の安心・安全な教
育環境の確保を図るため、小学
校 2 校・中学校 2 校で洋式化を
含めたトイレの全面改修工事を
行います。
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手
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東
西

自
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駅
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整
備

　

市
で
は
幸
手
駅
橋
上
化
・
東
西

自
由
通
路
お
よ
び
西
口
駅
前
広
場

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

3
月
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
て
現

在
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
由
通
路
な
ど
の
整
備
に

よ
り
、
駅
東
西
地
区
へ
の
行
き
来

が
容
易
に
な
り
、
ま
た
、
新
た
に

西
口
か
ら
も
直
接
鉄
道
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
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t
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p
s
:
/
/
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で
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完
成
イ
メ
ー
ジ
の
バ
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ャ
ル
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ア
リ
テ
ィ
映
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を
公
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し
て
い
ま

す
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で
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ぜ
ひ
、
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覧
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。

高
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化

す

る

橋

の

長

寿
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化

の

推
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安
心
で
円
滑
な
通
行
の
確
保
の

た
め
、
「
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修

繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
道
路
橋
の

点
検
・
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
の
た
め
、
架
替
え
を

教
育
・
文
化
施
設
等
の
整
備

　

児
童
・
生
徒
の
安
心
・
安
全
な

教
育
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、

小
・
中
学
校
の
施
設
を
整
備
し
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
は
小
学
校
2
校
、

中
学
校
2
校（
八
代
小
、
さ
く
ら

小
、
東
中
、
西
中
学
校
）
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
含
め
た
全
面
改
修

工
事
を
行
う
ほ
か
、
中
学
校
武
道

場（
幸
手
中
・
東
中
）の
吊
り
天
井

の
安
全
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
推
進
を
図
る
た
め
、
公
民
館
や

幸
手
総
合
公
園
体
育
施
設
、
市
民

文
化
体
育
館（
ア
ス
カ
ル
幸
手
）
な

ど
の
修
繕
、
工
事
を
行
い
ま
す
。
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古川橋の橋台築造工事を行います

行
っ
て
い
る
古
川
橋
（
下
吉
羽
～

下
宇
和
田
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
、
引

き
続
き
橋
の
架
替
工
事
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

園
を
設
置
す
る
際
の
建
設
費
の
補

助
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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的

な

支

援

　

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
受
け
付
け
る
「
子
育
て
総
合
窓

口
」
の
相
談
体
制
を
強
化
す
る
ほ

か
、
働
く
パ
パ
・
マ
マ
に
良
好
な

保
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
の
事

業
と
し
て
、
育
児
休
業
か
ら
復
帰

す
る
人
の
保
育
所
の
事
前
申
込
制

度
の
導
入
、
幸
手
駅
橋
上
駅
舎
の

開
設
に
伴
い
、
駅
周
辺
に
（
仮
称
）

幸
手
駅
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
す
る
た
め
の
設
計
、
民
間
保
育

第

６

次

幸

手

市

総

合
振
興
計
画
の
策
定

　

市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
第
6

次
幸
手
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
市
民
検
討
会

議
や
職
員
検
討
委
員
会
で
計
画
素

案
に
つ
い
て
検
討
し
、
各
団
体
の

代
表
者
や
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、

基
本
構
想
（
市
の
将
来
像
や
土
地

利
用
構
想
な
ど
）
お
よ
び
前
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
計
画
期
間
】

　

平
成
31
年
度
か
ら
10
年
間

※
こ
の
う
ち
前
期
基
本
計
画
は
最

初
の
5
年
間
の
計
画

〔完成予想図（東口から）〕

水

害
・

災

害

対

策

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
、
引

き
続
き
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

際
、
河
川
や
水
路
な
ど
の
増
水
に

よ
る
水
害
を
防
ぐ
た
め
、
河
川
、

水
路
、
排
水
ポ
ン
プ
場
の
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大

だ
い
ち
ゅ
う
お
と
し

中
落
、
中

な
か
お
と
し

落
の
底
面

か
ら
土
砂
な
ど
を
取
り
去
る
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫

工
事
の
ほ
か
、
倉
松
川
流
域
の
ポ

ン
プ
場
の
増
強
の
検
討
や
大
中

落
、
中
落
流
域
で
の
浸
水
状
況
の

検
証
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
と
し
て
は
、
市
民
の

生
活
の
安
全
の
確
保
の
た
め
、
災

害
時
用
備
蓄
品
を
購
入
す
る
ほ

か
、
地
域
の
防
災
力
向
上
と
防
災

意
識
の
高
揚
の
た
め
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
、
防
災
資
機
材
の
購

入
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
防
災
士

資
格
の
取
得
に
つ
い
て
の
補
助
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

中落の浚渫工事を行います

古川橋の工事の様子

野球場バックネットを更新します

子育て総合窓口の様子
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　肺炎球菌による肺炎は、成人の肺炎の約 25％～ 40％を占め、特に高齢者が重症化しやすいとい

われています。平成 30 年度の対象者で接種を希望する人は、平成 31 年 3月 31 日までに接種して

ください。

【年齢対照表】

65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日
　～昭和 29 年 4 月 1 日生

70 歳 昭和 23 年 4 月 2 日
　～昭和 24 年 4 月 1 日生

75 歳 昭和 18 年 4 月 2 日
　～昭和 19 年 4 月 1 日生

80 歳 昭和 13 年 4 月 2 日
　～昭和 14 年 4 月 1 日生

85 歳 昭和 8年 4月 2日
　～昭和 9年 4月 1日生

90 歳 昭和 3年 4月 2日
　～昭和 4年 4月 1日生

95 歳 大正 12 年 4 月 2 日
　～大正 13 年 4 月 1 日生

100 歳 大正 7年 4月 2日
　～大正 8年 4月 1日生

対象

①

平成 30 年度に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
95 歳・100歳になる人
※右の年齢対照表を参照
※平成31年度以降は、65歳の人のみが対象予定

②
接種日時点で、60 歳以上 65 歳未満で、心臓、じん臓、
呼吸器、ヒト免疫不全で身体障害者手帳 1 級相当の人
（身体障害者手帳を医療機関に提示）

申込み
65 歳の人には予診票を郵送します。それ以外の人は健康増
進課に電話または来所にて申し込み、予診票を受領してくだ
さい。

費用 5,000 円

※既に 23 価肺炎球菌ワクチンを接種している人は対象外
※現在、予診票をお持ちでも、上記対象でない人は接種不可
※生活保護世帯、中国残留邦人等支援給付制度受給者は、接種料金は
無料（接種時に受給者証を提示）

※市外（県内）の場合、接種協力医であれば同料金で接種可

医療機関名 電  話 医療機関名 電  話

秋谷病院 ☎(42)2125 幸手耳鼻咽喉科医院 ☎(43)8985

いいじまクリニック ☎(40)5100 高梨医院 ☎(42)0218

飯村医院 ☎(42)0206 高梨クリニック ☎(43)5522

石塚医院 ☎(43)7777 のうみクリニック ☎(42)7233

いわさきハートクリニック ☎(44)3810 野口内科小児科医院 ☎(42)0123

牛村病院 ☎(42)0025 のぶクリニック ☎(42)5126

香日向クリニック ☎(44)3001 東内科小児科医院 ☎(42)0409

久我クリニック ☎(40)3105 堀中病院 ☎(42)2081

斎藤医院 ☎(42)9858 むさしのメディカルクリニック ☎(40)6001

【実施医療機関一覧 (50 音順）】

予防接種の
　　　　　　ご案内

　　対象年齢になったら、早めに予防接種を

受け、免疫を付けて感染症にかからないよ

うにしましょう。

　　　問合せ　健康増進課☎（42)8421・ (42)2130

子どもの定期予防接種のご案内

◎生後 36 か月になるまでに受ける予防接種について

  「ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）・小児肺炎球菌・Ｂ型肝炎・四種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん

混合（第Ⅰ期）・水痘ワクチン」の予診票つづりを対象児が生まれた月の翌月に郵送します。

◎日本脳炎予防接種の特例について

　　下記に該当する人は接種期間内に接種しましょう。予診票がない場合は、母子手帳を持参の上

健康増進課窓口にお越しください。

　　▼平成 7年 4月 2日～平成 19 年 4 月 1 日に生まれた人

　　　第 1期・第 2期の接種が行われていない可能性があります。接種期間は 20 歳になる前日まで

　　です。

　　▼平成 19 年 4 月 2 日～平成 21 年 10 月 1 日に生まれた人で第 1期の接種が完了していない人

　　　9歳～13歳になる前日までの接種期間に未接種分の接種が可能です。第1期の予診票がある場

　　合、その予診票と母子手帳を持参の上健康増進課窓口に越しください。特例接種の押印をします。

大人の予防接種のご案内

◎高齢者肺炎球菌の定期予防接種について
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が
高
い
。
そ
う
い
う
手
口
で
騙
す
業
者

も
い
る
」と
言
わ
れ
た
。工
事
は
始
ま
っ

て
い
る
が
や
っ
ぱ
り
や
め
た
い
。

【
事
例
2
】

　

数
日
前
、
業
者
が
家
に
訪
問
し
て

来
て
、
「
災
害
で
壊
れ
た
場
合
に
は
火

災
保
険
の
申
請
が
で
き
る
」
「
お
金
は

一
切
か
か
ら
な
い
」
な
ど
と
無
償
で
修

繕
工
事
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ

れ
た
。
実
際
、
こ
の
前
の
台
風
で
壊
れ

た
か
も
し
れ
な
い
雨
と
い
が
あ
る
が
、

お
願
い
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
。

　　

住
宅
修
理
の
訪
問
勧
誘
で
業
者
が
よ

く
使
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
無
料
」「
割
引
」

で
す
。
「
無
料
で
点
検
し
ま
す
」と
言
っ

て
懐
に
入
り
込
み
、
「
今
、
契
約
し
た

住宅修理を訪問勧誘されても慎重に考えましょう！
【
事
例
1
】

　

台
風
が
通
過
し
た
翌

日
、
倒
れ
た
ア
ン
テ
ナ
の

修
理
で
近
所
に
来
た
業
者

が
や
っ
て
来
て
、
「
お
宅

の
屋
根
瓦
が
壊
れ
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
大
変

な
こ
と
に
な
る
。
今
な
ら

修
理
費
50
万
円
を
30
万
円

に
値
引
き
す
る
」
と
言
わ

れ
た
。
安
い
と
思
っ
て
修

理
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
た
ら
、
そ
の
日
の
う
ち

に
工
事
に
着
手
し
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
知
り

合
い
に
聞
い
た
ら
「
費
用

問合せ　政策課　☎ (43)1111内線 242・ (43)3783

●部の新設　

●課の新設

●課の名称変更

●事務の所管の変更

課　名 主な事務

社会教育課 社会教育課の事務とスポーツ振興課の事務を統合

事務の内容 所管部課

統計調査の事務 旧政策調整課から庶務課へ移管

私立幼稚園就園奨励費補助金事務
私立幼稚園保育料軽減事業補助金事務など

旧学校教育課からこども支援課へ移管

農業集落排水処理施設事務 農業振興課から下水道課へ移管

小中学校の入学・転入転出、就学援助、
入学準備金の事務など

旧学校教育課から総務課へ移管

人権推進課の事務 市民生活部から総務部へ移管

課　名 主な事務

シティプロモーション課 シティプロモーション、広報、電算の事務など

契約管財課 市の契約・工事等の検査、財産管理の事務など　（旧財政課から分離）

新課名 旧課名 主な事務

秘書課 秘書室 秘書、広聴の事務など

政策課 政策調整課 市の施策、組織定数、計画行政の推進の事務など

危機管理防災課 防災安全課 これまでの事務のほか危機管理、災害対策、国民保護の事務など

こども支援課 子育て支援課「子育て」を含めた「こども」への支援とした子ども関連施策など

指導課 学校教育課
小中学校の教職員の人事、服務、指導の事務、公立幼稚園の管理
運営事務など

●課の統合

　　市は、地域の活力増進による雇用の創出、安心して暮らせる生活環境とサービスの充実などによ

り、人口減少に歯止めをかけ、持続的な発展をめざしています。

　　今後、「選ばれる自治体」となるため、より一層の政策立案能力の向上とシティプロモーション活

動の強化を図り、魅力創出と情報発信を適切に行うとともに、市民ニーズに迅速・的確に対応する

組織となるよう再編を行いました。

　　ここでは、新設、統合、事務の移管、名称の変更のあった組織をお知らせします。

部　名 所管課

総合政策部 秘書課、シティプロモーション課、政策課、財政課

教育部 総務課、指導課、社会教育課

4月から市役所の組織が変わります
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4 月 6 日（金）から 15 日（日）までの 10 日間

春の 全国交通安全運動

ランドセルカバー寄贈を受けました

　2 月 15 日（木）幸手地方交通安全協会から、

市教育委員会にランドセルカバーが贈呈され

ました。このランドセルカバーは、平成 30 年

度の新 1年生に配布されます。

交通事故ゼロ校表彰

　2 月 15 日（木）平成 29 年中の交通事故がゼロ

であった幸手小学校、権現堂川小学校、上高野

小学校、八代小学校の 4 校が、市と幸手警察署

から表彰されました。

　　　　～　街頭広報活動を実施します　～

と　き　① 4月 9日（月）午前 10時から

　　　　② 4月 12日（木）午後 3時 50 分から

ところ　①東さくら通り　②幸手駅前

新入学(園)児の
交通安全活動を推進しています

◎交通安全は家庭から

　交通ルールに不慣れな新入学（園）児を交通事故

から守り、交通ルールとマナーの実践を習慣付け

るには、日ごろから、子どもが生活する場所や自

宅付近の道路で「どの場所で止まり」「どの信号を

見るのか」「どの方向からの車を確かめるのか」な

ど、実践的な指導をすることが大切です。

 保護者が自ら正しい交通ルールやマナーを繰り返

し子どもに示すことで、危険な場所や状況などに

ついて学習させ、子どもたちを悲惨な交通事故か

ら守りましょう。

◎「4つの約束」の安全行動が子どもたちの習慣に　

　なるよう繰り返し教えましょう

埼玉県重点／子どもと高齢者の歩行中の交通事故防止

問合せ　幸手警察署☎(42)0110

ら
割
り
引
き
ま
す
よ
」
と
言
っ
て
十
分

な
判
断
時
間
を
与
え
ず
に
契
約
を
し
よ

う
と
し
ま
す
。
実
際
は
、
元
の
金
額
が

高
く
設
定
さ
れ
て
、
割
引
や
サ
ー
ビ
ス

が
あ
っ
て
も
安
く
は
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
「
火
災
保
険
」の
利
用
は
災
害

に
遭
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
、
必
ず
保
険

適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
契
約
を
せ
か
す
業
者
に
気
を
付
け
、

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

②
訪
問
販
売
の
場
合
、
工
事
着
工
後
で

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る

と
き
が
あ
る
。

③
保
険
の
適
用
に
関
し
て
は
保
険
会
社

に
内
容
を
確
認
す
る
。

※
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
お

　

近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
相

　

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
あ
る

１
８
８
へ
か
け
れ
ば
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
１
８
８
（
い
や
や
）
！　

泣
き
寝

入
り
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
民

協
働
課
内
）内
線
1
9
2
・
（
44
）0 

2
5
7（
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
木
曜
・

金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1 

時
～
3
時
30
分
）

　

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎

0
4
8（
7
3
4
）0
9
9
9
・

0 

4
8（
7
3
9
）
1
1
5
2

　　本運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を

図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を

習慣付けるとともに、県民自身による道路交通環境の

改善に向けた取組みを推進することにより、交通事故

防止の徹底を図ることを目的に実施します。

問合せ　危機管理防災課☎（43）1111内線 583

1.止まる・・・道路を渡る前は必ず止まる。

2.見る・・・・車が来ないか、曲がってくる車

　　　　　　　がないかよく見る。

3.待つ・・・・前の信号が青になるまで待つ。

4.確かめる・・渡るときは、もう一度、車が来

　　　　　　　ないか確かめる。



問合せ　◆特定健診の制度について　保険年金課☎（43）1111 内線 4404・（43）1125

　　　　◆特定健診の健診内容（各種がん検診を含む）・特定保健指導について

　　　　　　　　　　　　　　　　　健康増進課☎（42）8421・(42）2130

6 月上旬までに特定健康診査の案内と受診券が届きます。

▼

 40歳～74歳の人
（平成3１年3月31日現在年齢）

健康増進課に予約をします。

予約受付日　6月 11 日（月）～15 日（金）

※予約専用電話を設けます。

※ 6月上旬までに郵送する案内を参照してください。

※実施医療機関とは、市と特

定健診の契約をしている医

療機関です。詳細について

は、6 月上旬までに郵送す

る案内でお知らせします。

健診会場で健診を受けます。 実施医療機関で健診を受けます。

健診期間

つぎのいずれかの期間（土曜・日曜日を含む）

【夏】7 月 3 日（火）～ 7月 13 日（金）
【秋】9 月 27 日（木）～10 月 5 日（金）

健診会場 ウェルス幸手または西公民館

同時に受診

できる検診（有料）

①胃がん検診　②大腸がん検診　
③肺がん検診　④前立腺がん検診　
⑤肝炎ウイルス検診
※①～③は、平成 30 年 4 月 1 日現在で

40 歳以上の人、④は、平成 30 年 4 月
1 日現在で 50 歳以上の男性、⑤は、
平成 31 年 3 月 31 日現在で 40 歳の人
または過去に受診したことが無い人

健診期間 6 月～12 月

健診会場 実施医療機関

同時に受診

できる検診
ありません

集団健診を受診する場合

実施医療機関に予約をします。

個別健診を受診する場合

詳細については、広報さって5月号でご案内します。▼ 75歳以上の人・生活保護受給中の人

◆　特定健診の流れ　◆

　特定健診では、糖尿病や高血圧症などの生活習慣病が複数発症している状態である

メタボリックシンドローム（メタボ）に着目し、リスクがある人には、生活習慣を見直

すための保健指導をご案内しています。

　メタボを放置していると、心筋梗塞、脳卒中などの重大な病気につながり、生活の

質の低下や医療費の負担増大を招きます。

　自覚がない人もこの機会に健診を受け、メタボ予防や改善に取り組みましょう。

この機会に、ご自身の健康に

目を向けてみましょう！

（8）



◆ 対　　象 ◆
　受診日に市の国民健康保険に加入している人で、平成 31 年 3 月 31 日時点で 40 歳～74 歳に達して

いる人（平成 30 年度中に 75 歳になる人は、誕生日の前日まで）

※国民健康保険以外の医療保険に加入している人は、加入する医療保険者（サラリーマンの人やその

家族の人は勤務先の保険組合、公務員の人やその家族の人は共済組合など）が契約した医療機関で

健診を受けることとなります。詳細については、勤務先にお問い合わせください。

※後期高齢者医療に加入している人（75歳以上の人）の健診は、広報さって 5月号でお知らせします。

◆ 健診費用 ◆
　多くの人に特定健診を受診していただき、生活習慣病の早期発見と予防を促進するため、特定健診

の健診費用を無料としています。

※同時に受診できるがん検診などは有料になります。

対象　受診日時点で、つぎの要件に該当する人

〇満 35 歳以上の国民健康保険被保険者

　（国民健康保険税に未納がない世帯）

〇後期高齢者医療被保険者

　（後期高齢者医療保険料に未納がない人 )

助成額　1人につき同一年度内に2万 7,000円が上限

※人間ドックなどの検査費用が 2 万 7,000 円未満の

場合は、その検査費用額を助成

※人間ドックまたは脳ドックのいずれか 1回のみ

※後期高齢者医療被保険者は、同一年度内に国民健

康保険で、この助成を受けていない人

申込み　人間ドックまたは脳ドックを受診し、結果

を受領後、保険年金課窓口で申請してください。

持ち物　

　・被保険者証　・検査費用の領収書

　・検査結果（原本はお返しします）

　・振込先の預金通帳

※人間ドックとは、特定健診の健診項目をすべて含

むものとし、脳ドックとは頭部の MRA や MRI など

の画像診断とします。

※治療のための検査は保険診療が適用されますの

で、この助成は受けられません。

人間ドック・脳ドックの
検査費用の一部を

助成しています

人間ドック・脳ドックの
検査費用の一部を

助成しています
　国民健康保険・後期高齢者医療に加入しているみ

なさんの疾病の予防・早期発見の促進と健康の保持

増進のため、検査費用の一部助成を行っています。

　特定健診を受診した人も助成を受けることができま

す。特定健診と併用し、計画的に健診を受けましょう！

問合せ　保険年金課☎（43）1111 内線 4404・147

　　　　　　　　　　　 （43）1125

〇特定保健指導は、無料で受けることができます。また、積極的支援の人は 3 か月後に生活習慣の改善効

果を確認するための再検査（無料）を受けることができます。

特定健診

の実施
健診の結果

メタボ該当・予備群

特定保健指導

積極的支援
　危険因子が重なっている段階
動機付け支援
　危険因子が出現している段階

メタボでない 情報提供

◆　特定保健指導の流れ　～無料で受けられます～　◆
　右ページの特定健診の受診結果により、特定保健指導の対象と判断された人は、メタボの予防・改善の

ため、市の保健師や栄養士が特定保健指導を行います。

大切なあなたを守る
（9）
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　幸手市健康マイレージ事業がスタートしてから 3 か月、参加している 480 人のみなさんは、

楽しく健康づくりに取り組んでいます (3 月 1 日現在 )。

　市の検診や健康づくり教室などに参加すると「さっちゃんポイント」がもらえるダブルチャン

スがスタートします！ポイント達成者の中から抽選で、幸手市ならではの暮らしに役立つ賞品が

当たり、はずれた人にも記念品をプレゼント。ぜひ、お早めに登録して、ポイントを集めましょう。

※対象事業は、各事業案内チラシ・通知などで随時お知らせします。

「さっちゃんポイント」スタート！
市の健康づくり事業に参加して、ポイントを貯めよう

【対 象 者】 市内在住で 18歳以上の人

【定    員】 新規申込み 500 人（申込み順）

　　　　　 ※ウェアラブル活動量計は、数量限定です。

【参加費用】 無料（歩数計、ウェアラブル活動量計を選択した場合、1人当たり494円（税込）の送料が

　　　　　 かかります。申込み受付けが完了してから届くまでに、約 4週間かかります。）

【参加方法】 歩数計・ウェアラブル活動量計・スマートフォンのいずれ

　　　　　 かを選択

【申込方法】 下記①～③のとおり

　　　　　 ※ウェアラブル活動量計・スマートフォンは③のみ

【必要書類】 必要事項を記入した「参加申込書」・「健康保険証の写し」

※「参加申込書」は、健康増進課（ウェルス幸手）、保険年金課、各公民館で配布しています。
　埼玉県コバトン健康マイレージのホームページからもダウンロードできます。

健康増進課（ウェルス幸手）、市役所本庁舎、中央公民館、東公民館、
西公民館、南公民館、北公民館、アスカル幸手（自動販売機）、ドコモ
ショップ幸手店
※このほか、協賛店や他市町村が設置している機器でも報告できます。

【窓口申込み問合せ】

  健康増進課☎（42）8421

  （ウェルス幸手内）

  保険年金課☎（43）1111 内線 4404

  （市役所本庁舎内） 

【郵送・ＷＥＢ申込み、そのほかの問合せ】
　埼玉県コバトン健康マイレージ事務局

　☎ 0570-035810

　※受付時間　月曜～土曜日　午前 9時～午後 5時

　　（日曜・祝日、年末年始は除く）

歩数計が届く

（スマホは登録後

すぐに使用可） 歩く！

端末にかざして

歩数データを送信

（スマホは

アプリで送信）

ポイントに応じて

抽選でプレゼント

参加登録

①窓口申込み

必要書類を健康増進課
（ウェルス幸手）また
は保険年金課（市役所
本庁舎 1 階）の窓口へ
持参

②郵送申込み

必要書類を同封の上、下記宛て
に郵送
〒 330-9091　さいたま新都心郵
便局私書箱 159 号　埼玉県コバ
トン健康マイレージ事務局

③ＷＥＢで申込み

埼玉県コバトン健康マイレー
ジ ホ ー ム ペ ー ジ（https://
kobaton-mileage.jp/）から申
込み後、健康保険証の写しを
事務局宛てに郵送

健康マイレージ参加者募集中

マイレージの仕組み

市内歩数報告機器（タブレット端末）設置場所

★タブレットにかざして 
ポイントを集めよう！

★送信するだけでも、送信
ポイントがもらえます！
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4
月
2
日
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
相
談

窓
口
と
し
て
、
新
た
に
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

埼
葛
北
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

幸
手
市
、
蓮
田
市
、
白
岡
市
、
宮
代
町
、
杉
戸

町
の
3
市
2
町
が
共
同
で
設
置
し
、
市
町
間
の

連
携
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
の
福
祉
関
係
者

を
つ
な
ぐ
役
割
も
担
い
、
地
域
連
携
の
強
化
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
当
事
者
の
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
人
や
、
支
援
を
し

て
い
る
ご
家
族
も

ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

埼
葛
北
地
区
基

幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
「
ト
ロ
ン

コ
」
と
い
う
愛
称
を

付
け
ま
し
た
。
こ

の
ト
ロ
ン
コ
と
い

う

の

は
、

木

の

「
幹
」
を
意
味
し
ま

す
。
こ
の
地
域
の

障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
を
支
え
る
セ

埼
葛
北
地
区
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す

▲トロンコを紹介するチラシ

平成 30・31 年度保険料の保険料率改定のお知らせ

平成 28・29 年度

➡
平成 30・31 年度

均等割額　　42,070 円 均等割額　　41,700 円

所得割率　　8.34％ 所得割率　　7.86％

【　保険料率　】

　後期高齢者医療制度の保険料は、2年ごとに見直すこととされています。平成 30･31 年度の保険料率
等が決定しました。 問合せ　保険年金課☎（43）1111 内線 147、197

　　　　　　　　　　（43）1125

　7 月に保険料額の決定通知書を郵送しますので、

内容をご確認ください。

　なお、軽減措置の該当・非該当について確認を

したい場合は、平成 29 年所得が軽減判定の基礎と

なるため、6月中旬以降に保険年金課窓口でお問い

合わせください。

均等割額

所得割率

被保険者全員が負担する保険料額

※所得の少ない人は、世帯の所得の合

計額にあわせて均等割額が軽減され

ます。

賦課の基となる所得金額に乗じて保険

料を計算する保険料率

※賦課の基となる所得金額とは、収入

から当該収入の種類に応じた一定の

金額を控除し、さらに基礎控除額（33

万円）を控除した金額です。年金収

入のみの被保険者については収入額

が 153 万円以下の場合は、所得割額

はかかりません。

後期高齢者医療制度

ン
タ
ー
と
し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
所
日　

4
月
2
日
（
月
）

業
務
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
午
前
9
時
～
午
後

5
時

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
は
ぴ
す
し

ら
お
か
内（
白
岡
市
千
駄
野
4
4
5
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）
8
4
3
5
・


（
43
）5
6
0
0
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基本理念

一人ひとりが手を取り支え合い、
住み慣れた地域で安心して暮らせるまち　幸手

基本目標 1　日常生活を支える地域づくり

基本目標 2　健康づくり・介護予防の基盤づくり

基本目標 3　安心できる生活の基盤づくり

基本目標 4　介護・福祉サービスの充実

基本目標 5　在宅医療・介護連携の推進

基本目標 6　介護保険制度の円滑な推進

平成30～ 32年度介護保険料（基準額）

　　 年額　54,100 円〔56,400 円〕
　　月額　  4,509 円〔 4,700 円〕

※〔　〕内 は、 前 計

画（平成 27 ～ 29

年度）における介

護 保 険 料（ 基 準

額）

幸手市高齢者福祉計画・

第７期介護保険事業計画を策定しました
問合せ　介護福祉課　☎（42）8444・（43）5600

　市では今後 3 年間に必要な介護サービスの見込み量やサービスの確保方法などを計画した「高齢

者福祉計画・第７期介護保険事業計画」（平成 30 ～ 32 年度）を策定し、これに基づき 65 歳以上の

人の介護保険料を新たに決定しました。

地 域 包 括 シ ス テ ム と は

　この計画では、地域包括ケアシステムの充実、在宅医療と介護の連携及び認知症の早期発見・早

期支援等を図るうえで、地域社会の中で、世代を超え、地域住民が共に支え合う仕組みづくりを進め、

めざすべき将来像とその達成のための基本理念を定めています。

…地域住民に対する医療・介護・福祉などのサービスを関係

　者が連携・協力して一体的・体系的に提供する体制のこと。

　【幸手市の地域包括ケアシステム】

　
　本計画の策定にあたり、市民等を対象とした意識調査やパブリックコメント、介護保険運営協議

会を含め、多くのみなさんからご意見をいただき、ありがとうございました。

　高齢者福祉計画・第 7 期介護保険事業計画は介護福祉課（ウェルス幸手内）、老人福祉センター、

図書館、市ホームページ (https://www.city.satte.lg.jp/) からも閲覧できます。
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住宅リフォーム費用の一部補助
住宅用太陽光発電システム

設置に対する補助
　市では、市内の施工業者または設計業者に発注し、

住宅リフォームをする場合に、その費用の一部を補

助します。前期・後期に分けて受け付けします。

▼対象　つぎのすべての要件に該当する人

①市内にある住宅（共同住宅の場合は専有部分）に

居住している

②市税や市の各種貸付制度において滞納がない

③対象工事が市のほかの助成制度による補助を受

けていない

④対象住宅が過去にこの補助を受けていない

▼対象工事・設計　設計・工事費が 200,000 円以上（税

抜き）で、平成 30 年 4 月 1 日以降に着工・着手し、

平成 31 年 2 月 28 日までに完了するもの

※工事・設計が、すでに完了しているものは対象外

※市内施工業者・設計業者に発注したものが対象

・改築工事　住宅の全部または一部を取り壊し、改

めて住宅部分を建築する工事

・増築工事　住宅部分の床面積を増加させる工事

・修繕・模様替え　住宅本体の修繕、模様替え

・設備工事　台所、浴室、洗面所、暖房・給湯機・省

エネルギー設備

・公共下水道への接続工事　宅内の浄化槽を取りや　

　　め公共下水道へ接続する工事

※工事を伴わない物置やインテリア機器などの物品

の購入は対象外です。また、住宅の耐震診断・耐

震補強工事には、別の補助制度があります。

▼補助額　工事、設計費（税抜き）の 5％相当額

※ 1,000 円未満切捨て。100,000 円を上限とし、予

算の範囲内で申込み順

▼申込み　見積書と市税の完納証明書（税務課で発

行）を持参の上、建築指導課窓口へ

　前期／ 4月10日（火）から

※4月10日（火）は市役所第二庁舎1階第 5会議室、11

　日（水）以降は第二庁舎1階建築指導課窓口で受付け

　後期／9月11日（火）から

問合せ　建築指導課☎（43）1111 内線 572・（43）7656

　市では、自然エネルギーを利用した太陽光発電シ

ステムを市内の戸建て住宅に設置する場合に、その

費用の一部を補助します。

▼対象　申請時において市内に住所を有し、自らが

現に居住し、または居住しようとする住宅に初めて

太陽光発電システムを設置し、つぎのすべての要

件に該当する人

①平成 30 年 4 月 1 日以降に工事契約を締結し、平

成 31 年 2 月 28 日までに工事が完了するもの

②工事着工前に申請しているもの

③市税などの滞納がない

④対象住宅や敷地が関係法令に違反していない

⑤対象工事が市のほかの助成制度による補助を受

けていない

※つぎに該当するものは対象外

　①賃貸住宅および集合住宅

　②太陽光発電システムが設置されている住宅を購

　　入する場合

　③法人が申請する場合

▼太陽光発電システムの条件

　電力会社と電灯契約を締結し、系統連結をしている

こと、また、一定の認証、性能保証が確保されてい

る未使用品を使用すること

▼補助額　太陽光発電システム 1Kw あたり 20,000 円

※ 80,000 円を上限とし、予算の範囲内で申込み順

▼申込み　4 月 12 日（木）から交付申請書に下記添付

書類を添え、直接環境課窓口へ（郵送不可）

▼添付書類

①工事内訳が明記された契約書または見積書の写し

②設置工事着手前の現況写真

③設置する場所の略図

④発電システムの形状、規格などを示すカタログ

⑤市税等の未納がないことを証する書類

※代理人による提出は可能ですが、交付申請書は必

ず申請者（設置者）本人が記入してください。

問合せ　環境課☎（48）0331・（48）2226

合併処理浄化槽設置費用の一部補助
　市では、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、単独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併処

理浄化槽へ転換する場合に、その費用の一部を補助します。

▼補助対象者

　単独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併処理浄化槽（10 人槽以

下）へ転換する人

※建築確認を必要とする新築、増築および改築は対象外

▼補助対象地域

　公共下水道の計画区域および農業集落排水事業の採択地区を

除く市内全域

▼補助限度額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

単独処理浄化槽からの転換 くみ取り便槽からの転換

5人槽 637,000 円 592,000 円

7 人槽 691,000 円 646,000 円

10 人槽 781,000 円 736,000 円

問合せ　環境課☎（48）0331・（48）2226

浄 化 槽 の 維 持 管 理
　浄化槽がその機能を十分に発揮するために
は、適正な維持管理が必要です。
　維持管理には、清掃・保守点検・法定検査の
3 つがあり、それぞれ決められた時期に決めら
れた回数行うことが必要です。
　きれいな水環境を守るため、一人ひとりが適
正な維持管理を心がけましょう。
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▼申込み

　設置工事の着手前に所定の申請書（環境課

窓口で配付）を直接環境課窓口へ（郵送不可）

※補助件数には限りがあります。

※そのほかの条件により、補助の対象となら

ない場合があります。
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所得区分 標準負担額 (1 食）

現役並み所得

一般

(下記以外） 

360 円

住民税非課税世帯

低所得Ⅱ
210 円

低所得Ⅰ 100 円

所得区分 標準負担額 (1 食）

現役並み所得

一般

（下記以外）

460 円

住民税非課税世帯

低所得Ⅱ
210 円

低所得Ⅰ 100 円

※所得区分が「現役並み所得」「一般」に該当する被保険者のうち、「指定難病」、「小児慢性特定疾病」の

患者の食事負担額は、1 食 260 円です。

　4 月 1 日から、所得区分が「現役並み所得」「一般」に該当する被保険者について、入院時の

食事負担額が変更になります。

【 3 月 31 日まで 】 【 4 月 1 日から 】

国民健康保険・後期高齢者医療制度の
　　　　入院時の食事の負担額が変わります

問合せ　保険年金課☎(43)1111　内線 143（国民健康保険担当）

　　　　　　　　　　　　　　 内線 197（後期高齢者医療担当）

幸
手
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
推
進
方
針
を
策
定
し
ま
し
た

問
合
せ
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
　
☎（
43
）1
1
1
1
内
線
6
8
4

                                

（
43
）1
1
2
2

～シティプロモーションの推進に向けて～

◎基本的な考え方

　　幸手市におけるシティプロモーションは、まず地元

住民の幸せを第一に考え、自分の住むまちに愛着と誇

りを持ってもらう、住み続ける意欲を持ってもらうた

めに行うものです。これにより、まちへの愛着を持つ

人が増え、わがまちのために「動き」を起こすことで、

まちの魅力の創造、まちのブランドが確立され、市内

への浸透、市外へのＰＲへとつながっていくという考

え方のもとで推進していきます。

◎基本方針

その１　「オール幸手」で推進していきます。

その２　地域ブランド（差別的優位性）を確立します。

その３　情報の共有と情報発信力を強化します。

◎推進の流れ

　

市
で
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
お
け
る
基
本
的
な
考

え
方
や
取
組
内
容
な
ど
の
方
向
性
を
示
し
た
「
幸
手
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

www.city.satte.lg.jp/)

で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
29
年
度
は
、
北
1
丁
目
地

内
の
東
武
鉄
道
日
光
線
東
側
周
辺

で
公
共
下
水
道
工
事
を
行
い
、
関

係
す
る
整
備
区
域
で
公
共
下
水
道

の
供
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
30
年
度
に
お

い
て
は
、
南
2
丁
目
地
内
の
東
武

鉄
道
日
光
線
西
側
周
辺
の
管
渠
整

備
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
工
事
に
関
係
す
る
地
域

の
み
な
さ
ん
に
は
、
6
月
頃
に
工

事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
事
業
計
画
区
域
内
に

お
け
る
未
整
備
区
域
の
管
渠
整
備

を
重
点
的
に
行
い
、
供
用
開
始
区

域
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
早
期
接
続
に
ご
協
力
を

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
、
接
続
替
え
を
行
い
、
家

庭
な
ど
か
ら
排
出
し
た
汚
水
を
直

接
公
共
下
水
道
に
流
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
、

法
律
に
よ
り
公
共
下
水
道
の
整
備

後
3
年
以
内
に
水
洗
化
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

接
続
替
え
の
工
事
を
行
う
場
合

は
、「
幸
手
市
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
」
に
依
頼
し
て
施
工

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
下
水
道
使
用
料
の
納
入

　

公
共
下
水
道
の
利
用
に
伴
い
、

上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
算

出
さ
れ
た
下
水
道
使
用
料
が
発
生

し
ま
す
。

　

お
支
払
い
は
、
原
則
2
か
月
ご

と
に
上
水
道
料
金
と
一
緒
に
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇

◇

　

快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
引
き
続
き
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

下
水
道
課
☎
（
47
）
3
3
4
0
・

（
48
）
0
1
2
0

↑

応
募
資
格　

つ
ぎ
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
団
体　

　

○
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る

　

○
構
成
員
5
人
以
上
が
市
内
在
住　

※
政
治
的
活
動
、
宗
教
的
活
動
、

営
利
活
動
を
目
的
と
す
る
団

体
・
事
業
を
除
く

事
業
内
容　

子
育
て
家
庭（
妊
婦

な
ど
を
含
む
）を
応
援
す
る
事
業

実
施
期
間　

交
付
決
定
の
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日（
日
）

補
助
額　

上
限
30
万
円
／
団
体

申
請
書
類　

こ
ど
も
支
援
課（
ウ

すこやか「食」の会

ェ
ル
ス
幸
手
内
）、
児
童
館
、

市
役
所
総
合
案
内
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
s
:
/
/

w
w
w
.
c
i
t
y.

s
a
t
t
e.l

g
.
j
p
/

）
で

配
布

申
込
み　

4
月
2
日（
月
）
～
5

月
31
日（
木
）必
着

※
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
こ
ど
も
支
援
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
3
4
0

-

0
1
5
2
幸
手
市
天
神
島

1
0
3
0

-

1
）

※
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
個
別

通
知
し
ま
す
。

子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル
等

活
動
助
成
事
業

　
　

子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
事
業
を
企
画
・
実
施
す
る
子
育
て
サ
ー

ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ　

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）8
4
5
4
・

（
42
）2
1
3
0

親子ビクス　たんぽぽ団
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市
で
は
、
第
6
次
幸
手
市
総
合

振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
今
後
の
市
政
運

営
に
つ
い
て
重
要
と
考
え
て
い
る

こ
と
は
何
か
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成
29
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る

総
合
振
興
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
内
各
公
共
施
設
に
設
置

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
tp

s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y.

s
a
t
t
e.

lg.jp/

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
調
査
の
概
要

調
査
対
象
　
市
内
在
住
で
18
歳
以

上
の
人
2
0
0
0
人

対
象
者
の
抽
出
方
法
　
住
民
基
本

台
帳
に
よ
る
無
作
為
抽
出

調
査
方
法
　
郵
送
に
よ
る
調
査
票

の
配
布
・
回
収

調
査
票
の
回
収
率
　
43
・
2
％（
回

収
数
8
6
3
人
）

▼
調
査
結
果
の
概
要

問
合
せ
　
政
策
課
☎（
43
）
1
1
1
1
内
線
4
4
0
1
・
（
43
）3
7
8
3

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

圏央道のインターチェンジがある

自然災害が少ない

権現堂公園などの観光地がある

1位

2位

3位

災害に強いまちづくり

地域医療体制の充実

幸手駅周辺の開発
（西口土地区画整理）

1位

2位

3位

幸手市がほかの自治体と比較して

　　　　　　優れていると思うこと

今後、重点的に

　　取り組むべきと思う施策
今後も幸手市に住み続けたいと

　　　　　　　　　思うかについて

　「当分住み続けたい」が 39.3％、「永住

したい」が 32.0％で、合わせて全体の 7

割を占めました。

テレ玉 市町村データ放送サービスについて
地デジ３ch

問合せ　シティプロモーション課　☎（43）1111内線 684・ (43)1122

　　 市では、このたび、株式会社テレビ埼玉（テレ玉）の「テレ玉 市町

村データ放送サービス」に加入し、市の情報をテレ玉（地デジ 3ch）の

画面で表示することができるようになりました。

　　イベントなどのお知らせのほか、災害などの非常時の情報発信に

活用していきます。

◎データ放送を見るには、 下記の①～④の

　　手順でテレビリモコンを操作してください

①テレビのチャンネルをテレ玉（地デジ 3ch）に
　あわせる

②リモコンの「ｄボタン」を押す

③メニューから「市町村」を選び「決定ボタン」
　を押す

④「さ行」から「幸手市」を選ぶと右のような画面
　が表示され、情報を見ることができます。

画面表示のイメージ
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固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）の
評

価
額
は
、「
固
定
資
産
評
価
基
準

（
総
務
省
告
示
）」
に
基
づ
き
、
3

年
ご
と
に
価
格
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
そ
の
基

準
年
度
で
す
。
平
成
31
・
32
年
度

平
成
30
年
度
は

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

　ご自身の土地・家屋の評価額が、市内のほかの土地・家屋と比較し
て適正であることを確かめたいときや、借りている土地・家屋の税額
を知りたいときなどに、関係帳簿などを確認できる制度があります。

縦覧・閲覧

の種類

土地・家屋価格等

縦覧帳簿の縦覧
固定資産課税台帳の閲覧

縦覧・閲覧

期間

4 月 2 日（月）～ 5 月 31 日（木）
午前 8時 30 分～午後 5 時 15 分
※土曜・日曜・祝日を除く

1 年を通じて閲覧および証明書の取
得ができます（開庁時のみ）。
※左記縦覧期間中のみ、資料として 
　課税台帳の写しを実費で交付

ところ 市役所税務課窓口

内容

納税者は、本人の資産とほかの
資産の評価額などを比較できる
よう、土地・家屋価格等縦覧帳
簿を無料で縦覧することができ
ます。

納税義務者は、台帳のうち本人の
固定資産税の課税の内容（土地・家
屋の明細、評価額、税額など）を
閲覧することができます。

縦覧・閲覧

できる人

納税者とその同居の親族、また
は納税管理人。

納税義務者とその同居の親族、ま
たは納税管理人、借地・借家人など。
※借地・借家人は賃貸借契約書が必要
　です。

上記以外の人は、委任状が必要です。
窓口で本人確認をお願いしていますので、本人確認書類をご持参ください。

は
、
原
則
、
平
成
30
年
度
の

評
価
額
を
据
え
置
き
ま
す
。

▼
土
地
に
つ
い
て

　

鑑
定
評
価
や
地
価
公
示
価

格
な
ど
を
基
に
固
定
資
産
税

路
線
価
や
標
準
宅
地
の
価
格

を
見
直
し
た
結
果
、
圏
央
道
に

よ
る
利
便
性
の
向
上
に
伴
い

一
部
の
地
区
の
評
価
額
が
上

昇
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

の
大
部
分
の
地
域
は
横
ば
い
、

ま
た
は
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
主
に
圏
央
道
が
通

る
地
域
に
お
い
て
は
、
状
況

類
似
区
分
の
見
直
し
を
行
っ

た
た
め
、
該
当
地
区
で
は
評

価
額
が
変
動
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
家
屋
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
建
築
以
外
の
す

べ
て
の
家
屋
に
つ
い
て
、
築

年
数
や
建
築
物
価
な
ど
を
基

に
評
価
額
を
見
直
し
た
結
果
、

評
価
額
は
減
少
、
ま
た
は
据
置
き

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
建
築
の
一
般
住
宅
と

平
成
24
年
建
築
の
長
期
優
良
住
宅

は
、
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措

置
の
適
用
が
終
了
し
ま
す
。
該
当

し
て
い
た
人
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
税
額
が
上
が
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
減
額
措
置
の
適
用
が
な
く
な

り
、
本
来
の
税
額
に
戻
っ
た
た
め

で
す
。

問
合
せ　

税
務
課
☎（
43
）
1

 
1
 1 

1
内
線
1
3
7
・
（
43
）
1

1
2
5

縦 覧 と 閲 覧 に つ い て

▼「えせ同和行為」とは　同和問題の解決を口実に、個人、企業、行政機関などに対して「図書等物品購　

入の強要」や「寄付金・賛助金の強要」など、不法・不当な行為や要求をすることです。

　このような行為は、要求を受けた人が被害に遭うだけでなく、同和問題に対する誤った認識を植えつけ、

新たな偏見や差別意識を生む要因となり、同和問題解決のために多くの人々が積み重ねてきた人権教育

や啓発活動の効果を覆す許されない行為です。

▼えせ同和行為は断固拒否しましょう　えせ同和行為の要求に応じる義務はありません。終始、

き然とした態度で断固拒否し、えせ同和行為を排除しましょう。その場しのぎの安易な対応は、

かえって相手につけ込まれ、結果として、同和問題の解決を遅らせることにもなります。

同和問題とは … 「同和地区に住んでいる」「同和地区に生まれた」という理由で、結婚や就職、日常

生活などの面で差別を受け、基本的人権が侵害されるという、日本の歴史の中で生み出され、現在

もなお存在する我が国固有の重大な人権問題です（「部落問題」「部落差別」などとも言われます）。

埼葛えせ同和行為対策強化月間
問合せ　人権推進課☎（43）1111 内線 162

　　　　　　　　　　　　　　　（44）0257

　平成 28 年 12 月 16 日に「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行されました。埼葛 12 市町で
はこのことをふまえ、同和問題の解決に向けて、引き続き連携しながら、人権教育・啓発活動を推進
していきます。
　本市を含む埼葛 12 市町では、毎年 4 月を「埼葛えせ同和行為対策強化月間」と定め、同和問題の解
決の妨げとなっている「えせ同和行為」の排除を呼びかけています。

えせ同和行為を排除しましょう



　　

若
草
俳
句
会

「
冬ふ

ゆ

の
星ほ

し

・
水み

ず
ど
り鳥

」

寄
り
添
い
て

　

波
の
ゆ
り
か
ご
浮う

き
ね
ど
り

寝
鳥

富
澤
一
美
・
下
宇
和
田

眠
る
こ
と
な
き

　

コ
ン
ビ
ニ
や
星
冴
ゆ
る

鴨
田
と
し
子
・
中
四

山
の
湯
の

　

せ
せ
ら
ぎ
の
音
冬
の
星

田
村
千
秋
・
さ
い
た
ま
市

全
力
で

　

生
き
て
悔
い
な
し
冬
の
星

長
須
蜻
蛉
子
・
中
四

願
ひ
事

　

叶
ふ
気
の
す
る
冬
の
星

中
田
志
づ
・
権
現
堂

水
鳥
の

　

声
に
湖
畔
の
宿
灯
る

太
田
葱
青
・
南
三

ス
マ
ホ
切
り

　

大
気
し
ず
め
て
冬
の
星

古
谷
ま
さ
枝
・
上
高
野
一

　　

第 37 回公民館まつり

　3 月 4 日（日）北公民館で、公民館まつり「発表の部」

を開催しました。

　ステージでは、日ごろ活動しているみなさんの練習

の成果が披露され、観客を楽しませていました。

若
草
俳
句
会

「
鶯

う
ぐ
い
す
も
ち

餅
・
猫

ね
こ
や
な
ぎ

柳
」

置
き
手
紙

　

う
ぐ
い
す
餅
の
下
に
あ
り

沼
尾
光
英
・
香
日
向
二

目
の
み
え
ぬ

　

母
に
手
渡
す
ね
こ
や
な
ぎ

久
保
田
美
佐
子
・
中
一

猫
柳

　

緩
く
ま
が
り
て
川
光
る

林　

綾
・
千
塚

老
い
老
い
の

　

鶯
餅
を
二
つ
買
い

高
花
春
子
・
南
三

ね
こ
や
な
ぎ

　

朝
の
光
を
切
り
取
り
て

松
本
光
弘
・
栄
六

鎮
守
様
ま
で
の
細
道

　
　
　
　
　
　
　

猫
柳

新
井
久
女
・
五
霞
町

失
恋
を

　

鶯
餅
に
癒
さ
れ
て

新
間
幸
雄
・
西
一

　

若
草
俳
句
会

「
冬ふ

ゆ
ゆ
う
や
け

夕
焼
・
蒲ふ

と

ん団
」

真
向
い
に

　

霊
峰
拝
し
蒲
団
干
す

石
塚
精
二
・
上
宇
和
田

ベ
ラ
ン
ダ
に

　

陽
を
こ
ろ
が
し
て
蒲
団
干
す

大
熊
三
郎
・
北
三

鉄
塔
を

　

丸
ご
と
包
み
冬
夕
焼

柿
沼
杏
・
中
五

冬
夕
焼

　

口
つ
い
て
出
る
わ
ら
べ
唄

鴨
田
と
し
子
・
中
四

茶
畑
を

　

冬
夕
焼
が
切
り
分
け
ぬ

久
保
田
美
佐
子
・
中
一

真
白
な
る

　

日
光
連
山
蒲
団
干
す

齋
藤
若
葉
・
中
一

し
が
み
つ
く

　

ぬ
く
ぬ
く
蒲
団
人
生
も

新
間
幸
雄
・
西
一

教育長との卒園お茶会（吉田幼稚園）

　3 月 7 日（水）東公民館で、今年度卒園を迎える園児を対象に、日本伝統文化への関心を高めてもら

い、相手を思いやる心やもてなしの心を育むことをねらいとして、教育長との卒園お茶会を開催し

ました。

　園児たちは、正座の仕方や茶道の作法・所作を学んだあと、自ら茶筅で点てた抹茶を味わい、「お

いしい！」と、とびっきりの笑顔を見せていました。
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第 9回ランチタイムコンサート

　2 月 26 日（月）ウェルス幸手 1 階ロビーで、第 9 回ラ

ンチタイムコンサートを開催しました。

　音楽グループ「プリマベーラ」によるマンドリン・フ

ルート・ギターの演奏で、お昼のひとときを彩りました。



　　

　

燎
原
短
歌
会

つ
や
や
か
に

　

黄
の
色
透
る
蠟ろ
う
ば
い梅

の

落
花
ひ
ろ
へ
ば

　

な
ほ
香
気
あ
り

新
井
佐
和
江
・
戸
島

言
葉
に
は
出
せ
ね
ど

　

か
ら
だ
で
好
き
き
ら
い

示
す
幼

お
さ
な

の

　

ひ
と
み
の
光
る

小
澤
六
子
・
中
二

熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ

　

灰あ

く汁
と
る
蕗
の
薹

母
に
つ
ら
な
る

　

香
り
愛
し
む

古
賀
冨
美
江
・
中
三

公
園
に

　

ジ
ャ
ズ
を
奏
で
る
若
者
ら

立
ち
見
の
人
と

　

リ
ズ
ム
を
と
り
ぬ

大
内
田
登
久
子
・
千
塚

地
平
よ
り

　

ぽ
わ
ぽ
わ
ぽ
こ
ん
と
立
ち
あ
が
る

飛
行
機
雲
の

　

な
れ
の
は
て
か
な

川
嶋
忠
雄
・
杉
戸
町

柚
子
の
実
が

　

風
に
散
乱
し
地
を
打
て
り

土
に
還
へ
る
や

　

色
変
は
り
果は

つ

齋
藤
陽
子
・
白
岡
市

児童・生徒の体力向上をめざして

宝くじ助成金で消防団の防火衣を整備

　財団法人自治総合センターの宝くじの助成金を活用

して、地域防災のリーダーである消防団員の装備の拡

充を図るため、防火衣を整備しました。

　この防火衣は各分団に配備され、火災現場において消

防団員の安全を確保し、活動能率の向上に役立ちます。

福祉避難所の設置運営に関する協定を締結

　3月 12 日（月）市役所で、市と社会福祉法人平野の里、

市と社会福祉法人和幸会との間で、「災害時における福

祉避難所の設置運営に関する協定書」の調印式を行いま

した。

　今後、災害時に特段の配慮が必要となる高齢者や障

がい者などが避難する福祉避難所が、市内 7 か所に拡

充されます。

指導課　　　　　　

　市教育委員会では、児童・生徒の体力の向

上のために、さまざまな事業を行っています。

平成 29 年度は、日々の体育授業の充実を目

指した研究と、児童・生徒の生活習慣の改善

に向けた啓発活動に力を入れてきました。

　また、平成

29年11 月 10 日

には、権現堂

川小学校にお

いて、体力向

上推進校の研

究発表が盛大

に開催されました。『自ら学び、考え、表現

できる児童の育成～学びあい、支えあう授業

づくりを通して～』という研究主題の実現に

向けて、児童がいきいきと学習に取り組む姿

が見られました。

　また、第 53 回となる伝統ある『ロードレー

ス大会』を平成 29 年 10 月に開催しました。

今年度から、児童生徒の競技力向上のため、

小・中学校別での開催となりました。17 日

に中学校の部、26 日に小学校の部を開催し、

どちらの大会

も日頃の練習

の成果が存分

に発揮された、

素晴らしい大

会となりまし

た。
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春
は
入
園
・
入
学
の
季
節

　

春
は
入
園
や
入
学
の
季
節
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
新
し
い
環
境
に
、
希
望
と

期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

楽
し
く
、
喜
ん
で
登
園
・
登
校
し
て

く
れ
れ
ば
何
も
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、行
き
た
が
ら
な
か
っ
た
り
、ぐ
ず
っ

た
り
、
泣
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
園
す
る
お
子

さ
ん
は
、
お
う
ち
の
人
と
離
れ
る
不
安
が

あ
っ
た
り
、
小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
は
、

ク
ラ
ス
替
え
や
担
任
の
先
生
が
変
わ
っ

た
り
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
疲

れ
を
溜
め
込
ん
で
し
ま
う
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
さ
り
気
な
く
「
う

ん
、う
ん
」と
話
を
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
お
家
の
人
に
受
け
止
め
て
も
ら
う

こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て

　

お
子
さ
ん
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
良

離

乳

食

講

習

会

と
き　

4
月
27
日（
金
）午
前
10
時
～
11

時
30
分（
受
付
け
は
9
時
30
分
か
ら
）

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
調
理
実
習
室

内
容　

離
乳
食
の
す
す
め
方
の
話
、
調

理
実
演
、
試
食（
保
護
者
の
み
）

対
象　

3
か
月
～
6
か
月
児
の
保
護
者

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

健

康

相

談

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

▼
母
子
健
康
相
談

と
き　

4
月
9
日
、
23
日
、
5
月
7
日

月
曜
日

受
付　

午
前
9
時
～
11
時

内
容　

身
体
計
測
、
育
児
相
談
な
ど

▼
成
人
健
康
相
談

と
き　

4
月
20
日（
金
）

受
付　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
尿
検
査
、
血
圧

測
定
、
健
診
結
果
説
明
な
ど

6
か
月
・
3
歳
5
か
月
児
健
診
の

み
）、
育
児
相
談
な
ど

集

ま

れ

！

6
～
7
か
月
ベ
ビ
ー

と
き　

4
月
16
日（
月
）午
前
10
時
～
11

時
30
分（
受
付
け
は
9
時
45
分
か
ら
）

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

内
容　

発
育
・
発
達
・
離
乳
食
の
お
話
、

身
体
計
測
、
育
児
相
談
な
ど

対
象　

平
成
29
年
9
月
・
10
月
生
ま
れ

の
乳
児

臨
床
心
理
士
に
よ
る

か

る

が

も

相

談

　

「
落
ち
着
き
が
な
い
」
「
言
葉
が
ゆ
っ

く
り
」
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
心

配
な
こ
と
が
あ
る
保
護
者
の
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

パ

パ

マ

マ

教

室

対
象　

市
内
在
住
の
妊
婦
で
、
出
産
予

定
日
が
お
お
む
ね
7
月
～
9
月
の
人

と
そ
の
夫（
1
日
の
み
の
参
加
可
）

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

10
人（
申
込
み
順
）

▼
食
生
活
相
談

と
き　

4
月
20
日（
金
）
午
前
9
時
15

分
、
10
時
15
分
、
11
時
15
分

内
容　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員
　
各
1
人
（
申
込
み
順
）

乳

幼

児

健

康

診

査

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

受
付　

午
後
1
時
～
1
時
30
分

内
容　

内
科
診
察
、
歯
科
診
察（
1
歳

健康診査名および対象 と　き

4 か月児健康診査
平成 29 年 12 月生まれの児

4 月 24 日（火）

10 か月児健康診査
平成 29 年 6 月生まれの児

4 月 18 日（水）

1歳 6か月児健康診査
平成 28 年 9 月生まれの児

4 月 11 日（水）

3歳 5か月児健康診査
平成 26 年 11月生まれの児

4 月 10 日（火）

歯
み
が
き
レ
ッ
ス
ン

と
き　

4
月
19
日（
木
）

受
付　

午
前
9
時
30
分
、
10
時
、
10
時　

30
分
、
11
時

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

内
容　

身
体
計
測
、
育
児
相
談
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導

対
象　

6
か
月
～
小
学
校
就
学
前
の
児

※
平
成
28
年
2
月
～
3
月
生
ま
れ
の
児

に
は
、
個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。

定
員　

各
12
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

母
子
手
帳
、歯
ブ
ラ
シ
、コ
ッ

プ
、
タ
オ
ル
、
お
知
ら
せ
の
通
知

☎

問合せ
　子育て総合窓口（ウェルス幸手内）
　☎（42）8457・（42）2130

と　　き ところ
（ウェルス幸手）　 内　　容

4月13日（金）午後1時30分～
3時 30 分

機能回復
訓練室 産婦人科医のお話

4月26日（木）午後1時30分～
3時 30 分 検診ホール

歯科医のお話と
歯科健診

妊婦さんの食生活

5月11日（金）午後1時30分～
3時 30 分

機能回復
訓練室 お産の準備と妊婦体操

5月20日（日）午前 9時～正午 第 1会議室 赤ちゃんのおふろ実習
パパの妊婦体験
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今
月
は

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と

　
　
ニ
ン
ジ
ン
の
白
あ
え

　今月は野菜たっぷりメニューの紹介

です。旬のアスパラガスを使った一品

です。1 日の野菜摂取の目標は、350g

以上、これは両手山盛りいっぱい分の

量に相当します。1 食で 1 ～ 2 品は野

菜料理を取るように心掛け、目標量に

近づけましょう。

【材料】2人分

　アスパラガス　4本　ニンジン　1/2本

　木綿豆腐　1/4 丁（100g）

（A）

　白いりごま　小さじ 1　　　　　　　

　砂糖　小さじ 1　めんつゆ　小さじ 1

　みそ　小さじ 1/2

【作り方】

①豆腐を 20 分ほど水切りする。

②アスパラガスは固い根元部分を 2 ㎝

ほど切り落とし、根元 4 ～ 5 ㎝の皮

をむいてから、3 ㎝ほどの斜め切り

にする。ニンジンは短めの千切りに

する。

③ニンジンを先に 1 分ゆで、そこにア

スパラガスを入れてやわらかくなる

まで 2分ほどゆでる。

④豆腐をつぶして（A）と混ぜ合わせる。

そこにアスパラガス・ニンジンをあ

えて、できあがり。（一人前 79kcal）

か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
不
安
な
こ
と
、
イ
ヤ
な
こ
と
、
泣

い
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
う
い
う
話
ば

か
り
聞
い
て
、
生
活
が
心
配
に
な
っ
た

と
相
談
に
来
る
人
が
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
ん
な
と
き
で
も
、問
い
詰
め
た
り
、

怒
っ
た
り
、
オ
ロ
オ
ロ
し
た
り
せ
ず
、

お
子
さ
ん
の

お
話
を
受
け

止
め
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　

お
う
ち
に

帰
っ
て
き
た

ら
笑
顔
で
、
頑

張
っ
て
一
日

過
ご
せ
た
こ

と
を
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▼
様
子
の
変
化
に
注
意
を

　

つ
ぎ
の
よ
う
な
行
動
が
見
ら
れ
た

ら
、
お
子
さ
ん
の
様
子
を
注
意
し
て
見

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
心
因
的
要
因
か

ら
現
れ
る
、
不
安
定
な
気
持
ち
の
Ｓ
О

Ｓ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
ト
イ
レ
が
近
く
な
っ
た

・
腹
痛
や
、
頭
痛
を
訴
え
る

・
瞬
き
の
回
数
が
増
え
た

・
話
す
と
き
に
、
ど
も
り
が
あ
る

・
眠
り
が
浅
く
な
り
、
す
ぐ
目
が
覚
め
る

・
寝
言
・
歯
ぎ
し
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

　

気
に
な
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
、
ほ
か
の

機
関
も
紹
介
し
ま
す
。

喫
煙
マ
ナ
ー
の
徹
底
を

▼
歩
き
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

火
の
点
い
た
た
ば
こ
は
約
7
0
0
℃

に
も
な
り
、
手
を
下
げ
る
と
、
小
さ
な

子
ど
も
の
顔
の
高
さ
と
な
り
大
変
危
険

で
す
。
ま
た
、
煙
や
灰
は
周
辺
の
人
に

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
歩
き
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
火
災
の
原
因

と
な
る
ほ
か
、街
の
美
観
を
損
ね
ま
す
。

喫
煙
者
は
携
帯
灰
皿
を
持
ち
歩
き
、
ポ

イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
吸
わ
な
い
人
へ
の
配
慮
を

　

不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
場
所
で
は

喫
煙
を
極
力
控
え
、
喫
煙
す
る
場
合
で

も
、
周
囲
の
人
に
煙
や
灰
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）
0
3
3
1
・

（
48
）2
2
2
6

産
前
産
後
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
！

　　

市
で
は
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
く
お

母
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
に
、

つ
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
子
育
て
総
合
窓
口

　

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
助

産
師
）
と
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
保

育
士
）
が
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関

す
る
相
談
を
受
け
た
り
、
役
立
つ
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

　

出
産
し
た
全
員
の
お
宅
へ
、
助
産
師

や
保
健
師
が
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
や
お
母
さ
ん
の
体
調
、
育
児
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
費
用
は

無
料
）。

▼
産
後
ケ
ア
事
業

　

産
後
の
体
調
不
良
や
育
児
不
安
、
家

族
か
ら
の
育
児
サ
ポ
ー
ト
が
十
分
に
受

け
ら
れ
な
い
お

母
さ
ん
が
、
専

門
職
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で

す（
費
用
は
自

己
負
担
あ
り
）。

ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

利用期間

産後 2か月

まで

産後 1年

未満

内容

育児サポート

（授乳・沐浴指

導など）、

母子のケア（体

重測定など）

育 児 の 介 助、

家事援助

種類

宿泊型

訪問

看護型

訪問

ヘルプ型

問
合
せ
　
子
育
て
総
合
窓
口
☎（
42
）　

8
4
5
7

あ
た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

1
対
1
の
対
面
方
式
で
、
認
知
症
予

防
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
「
元

気
に
1
0
0
歳
」
を
め
ざ
し
、
今
後
の

生
活
上
の
目
標
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

し
て
、
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
　
4
月
27
日（
金
）
午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時
30
分

※
1
人
あ
た
り
45
分

と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

内
容　

認
知
症
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

相
談
、
記
憶
力
チ
ェ
ッ
ク

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員
　
24
人（
申
込
み
順
）

費
用
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
介
護
福
祉
課
☎

（
42
）8
4
3
8
・
（
43
）5
6
0
0
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上
下
水
道
料
金
の
徴
収
委
託

　

上
下
水
道
の
検
針
お
よ
び
料
金
の
徴

収
事
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
3
月

ま
で
㈱
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

※
料
金
の
支
払
い
方
法
に
は
、
口
座
振

替
ま
た
は
納
入
通
知
書
が
あ
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
／
指
定
金
融
機
関（
り
そ

な
銀
行
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
武

蔵
野
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
埼
玉
縣

信
用
金
庫
、
川
口
信
用
金
庫
、
埼

玉
み
ず
ほ
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

窓
口
で
、
口
座
振
替
依
頼
書
に
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
入
通
知
書
／
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
水
道
事
業
収
納
取
扱
金
融
機
関

お
よ
び
指
定
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
管
理
課
か
ら
の
お
願
い

　

水
道
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
建
物
の

解
体
や
敷
地
の
整
地
の
際
、
水
道
メ
ー

タ
ー
が
支
障
と
な
る
場
合
に
は
、
事
前

に
水
道
管
理
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
設
置
さ
れ
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を
破
損
・

紛
失
し
た
場
合
は
、
補
償
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

水
道
管
理
課
☎（
48
）
0
0
5

　

0
・

（
48
）0
1
2
0

就
学
援
助
の
申
請
受
付

　

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭
で
学
用
品

や
給
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
な
家

庭
に
、
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象

・
生
活
保
護
が
停
止
・
廃
止
さ
れ
た
家
庭

・
市
民
税
が
非
課
税
・
減
税
さ
れ
た
家
庭

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
家
庭

・
特
別
な
事
情（
災
害
な
ど
）が
理
由
で

経
済
的
に
支
払
い
が
困
難
な
家
庭

申
請
期
限　

4
月
27
日（
金
）ま
で

※
期
限
後
の
申
請
の
場
合
、
申
請
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
援
助
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
書（
各
学
校
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印（
ス
タ

ン
プ
式
不
可
）
の
上
、
総
務
課
ま
た

は
各
学
校
へ

添
付
書
類　

賃
貸
住
宅
在
住
の
場
合
、

契
約
書
、
家
賃
通
知
書
な
ど
の
写
し

※
毎
年
度
、申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

認
定
審
査
に
は
、
市
民
税
の
申
告

内
容
を
参
考
に
し
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課　

内
線
6
2
4
・


（
43
）3
1
8
8

浦
和
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出

張

法

律

相

談

会

と
き　

5
月
10
日（
木
）
午
後
1
時
30

分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　

伊
奈
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
伊
奈
町
大
字
小
室
5

 
1
 6 

1
）

内
容　

相
続
、
遺
言
、
債
務
整
理
、
成

年
後
見
、
不
動
産
の
名
義
変
更
な

ど
に
つ
い
て
、
面
談
に
よ
る
相
談

（
1
時
間
／
組
）

※
要
予
約

予
約　

☎
0
4
8（
8
3
8
）7
4
7
2

費
用　

無
料

主
催　

埼
玉
司
法
書
士
会

問
合
せ　

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
☎

0
4
8（
8
6
3
）7
8
6
1

休
日
・
夜
間
納
税
相
談

▼
夜
間
納
税
相
談

と
き　

4
月
10
日（
火
）
午
後
5
時
15

分
～
9
時

と
こ
ろ　

納
税
課

▼
休
日
納
税
相
談

と
き　

4
月
29
日（
祝
）午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

と
こ
ろ　

納
税
課

最

終

日

曜

日

市

役

所

開

庁

　

各
種
証
明
書
の
交
付
や
納
税
相
談
な

ど
を
行
う
た
め
、
毎
月
最
終
日
曜
日
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
、
市
役
所
の

一
部
を
開
庁
し
ま
す
。
4
月
は
29
日（
祝
）

で
す
。

開
庁
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、

税
務
課
、
納
税
課

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
料
金
夜
間
窓
口

　

毎
月
、
夜
間（
午
後
8
時
ま
で
）に
上

下
水
道
料
金
を
納
入
で
き
る
よ
う
第
2

浄
水
場
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。
4
月
は

24
日（
火
）・
26
日（
木
）で
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課
☎（
48
）
0
0
5   

　

0
・

（
48
）
0
1
2
0

▼
白
岡
市

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
白
岡

と
き　

4
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）、

5
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

市
内
個
人
宅
の
庭
園
20
園
程

度
内
容　

花
や
緑
で
彩
ら
れ
た
個
人
の
庭

園
を
一
般
開
放
し
ま
す
。
庭
を
通
じ

て
会
話
が
生
ま
れ
、
人
の
輪
が
広
が

り
ま
す
。

問
合
せ　

白
岡
市
観
光
協
会
☎（
92
）8

1
5
1

▼
宮
代
町

企
画
展「
古
文
書
に
見
る
人
々
の
暮
ら

し
3　

弘
化
3
年
の
水
害
」

と
き　

5
月
6
日（
日
）ま
で
の
午
前
9

時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

※
5
月
1
日（
火
）・
毎
週
月
曜
日
休
館

と
こ
ろ　

宮
代
町
郷
土
資
料
館

内
容　

江
戸
三
大
水
害
の
ひ
と
つ
と
い

わ
れ
る「
弘
化
3
年
の
水
害
」に
関
係

す
る
古
文
書
の
紹
介

問
合
せ　

宮
代
町
郷
土
資
料
館
☎（
34
）

8
8
8
2

▼
蓮
田
市

第
10
回
ふ
る
さ
と
水
辺
ウ
オ
ー
ク

と
き　

5
月
13
日（
日
）午
前
9
時
か
ら
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■
2
月
の
幸
手
市
内
の
消
防
出
動
件
数
／
救
急
車
出
動
件
数
2
3
7
件（
急
病
1
5
0
件
、
交
通
事
故
17
件
、
そ
の
ほ
か
70
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
発
生
件
数
3
件

　
火
災
と
救
急
は
1
1
9
番〔
火
災
発
生
時
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎（
42
）9
1
1
9（
幸
手
消
防
署
）〕

特

別

障

害

者

手

当
・

障

害

児

福

祉

手

当

　

こ
れ
ら
の
手
当
は
、
重
度
の
障
が
い

を
有
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
要
す
る
人
を
対
象
に
し
た

手
当
で
す
。
手
帳
の
所
持
で
支
給
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
所
得
や
医
師
の
診

断
書
に
基
づ
き
支
給
判
定
し
て
い
ま

す
。

※
手
当
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
4
月
か
ら
手
当
の
支
給
額

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当（
月
額
）

　

改
定
前　
　
　
　
　

2
6
8
1
0
円

　

改
定
後　
　
　
　
　

2
6
9
4
0
円

○
障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
）

　

改
定
前　
　
　
　
　

1
4
5
8
0
円

　

改
定
後　
　
　
　
　

1
4
6
5
0
円

○
経
過
的
福
祉
手
当（
月
額
）

　

改
定
前　
　
　
　
　

1
4
5
8
0
円

　

改
定
後　
　
　
　
　

1
4
6
5
0
円

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）
8

 
4
 3 

5
・

（
43
）
5
6
0
0

不
動
産
無
料
相
談
室

と
き　

①
4
月
3
日
（
火
）　

②
5
月

1
日
（
火
）
午
後
1
時
～
4
時
（
毎
月

第
1
火
曜
日
）

と
こ
ろ　

①
市
役
所
第
二
庁
舎
1
階
第

5
会
議
室　

②
第
二
庁
舎
2
階
第

1
会
議
室
Ａ

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の
困
り

ご
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
5
7
2
）で
も
問

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

（
公
社
）埼
玉
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
埼
葛
支
部
☎（
31
）
1
 1 

5
7

建

築

無

料

相

談

室

と
き　

①
4
月
3
日
（
火
）　

②
5
月

1
日
（
火
）
午
後
1
時
～
4
時
（
毎
月

第
1
火
曜
日
）

と
こ
ろ　

①
市
役
所
第
二
庁
舎
1
階
第

5
会
議
室　

②
第
二
庁
舎
2
階
第

1
会
議
室
Ａ

内
容　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
5
7
2
）で
も
問

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
埼
玉
埼
葛
地
区
本
部
☎

（
34
）
3
3
3
5
、
埼
玉
土
建
久
喜

幸
手
支
部
☎（
59
）
3
8
1
2
、（
一

社
）
埼
玉
建
築
士
会
杉
戸
支
部
・
幸

手
部
会
☎（
48
）
0
8
7
5

調

理

技

術

技

能

評

価

試

験

試
験　

実
技
／
7
月
29
日（
日
）
～
8

月
18
日（
土
）の
間
で
指
定
す
る
日

　

学
科
／
7
月
29
日（
日
）

受
験
案
内　

5
月
7
日（
月
）午
後
3
時

ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
c
h
o
u
r
i
-
g
g
c
.
o
r
.
j
p

）
か
ら
取

得
受
験
料　

実
技
／
1
8
8
0
0
円　

学

科
／
3
7
0
0
円　

両
方
／
2
 2 

5
0
0
円

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー
☎
03（
3
6
6
7
）1
8
6
7

市
民
農
園
利
用
者
募
集

貸
付
期
間　

5
月
1
日（
火
）
～
平
成
31

年
3
月
31
日（
日
）

と
こ
ろ　

大
字
幸
手
2
8
1
4
‐
1

募
集
区
画　

6
区
画（
30
㎡
／
区
画
）

使
用
料　

1
区
画
7
0
0
0
円
／
年

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
の
場
合
は
、

月
割
計
算
し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

申
込
み　

4
月
23
日（
月
）ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ　

農
業
振
興
課　

内
線
5
3
5
・

　

（
43
）1
1
2
3

遺

言

の

日

記

念

相

続

問

題

相

談

会

　

埼
玉
弁
護
士
会
で
は
、
遺
言
の
日
を

記
念
し
、
弁
護
士
が
無
料
で
遺
言
お
よ

び
相
続
に
関
す
る
法
律
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と
き　

4
月
14
日（
土
）午
後
1
時
～
4

時（
受
付
け
は
3
時
30
分
ま
で
）

☎

と
こ
ろ　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高

砂
4

-

2

-

1
浦
和
高
砂
パ
ー
ク
ハ

ウ
ス
1
階
）

問
合
せ　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
0
4
8（
7
1
0
）5
 6 

6
6

ウ

ェ

ル

ス

幸

手

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
団
体
向
け
開
放

開
放
日　

毎
週
月
曜
、
火
曜
、
木
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
4
時
50
分

※
市
の
事
業
な
ど
で
使
用
す
る
日
お
よ

び
祝
日
を
除
く

対
象　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

（
要
事
前
登
録
）

※
対
象
に
な
る
団
体
や
利
用
方
法
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
☎（
42
）8

 
4
 3 

8
・
（
43
）5
6
0
0

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙

有

料
広

告

を

募

集

中

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
へ
掲
載

し
て
い
た
だ
け
る
有
料
広
告
の
申
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
、
ま
た
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課　

内
線
6
8
4
・

（
43
）
1
1
2
2

※
受
付
け
は
8
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

パ
ル
シ
ー
多
目
的
広
場
集
合

内
容　

水
や
緑
あ
ふ
れ
る
市
内
を
一
緒

に
歩
く
1
0
0
0
人
ウ
オ
ー
ク

コ
ー
ス　

約
9
km
、
約
6
km
、
約
4
km

参
加
費　

2
0
0
円

問
合
せ　

蓮
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
推
進
協
議
会
事
務
局（
蓮
田
市
自

治
振
興
課
内
）☎
0
4
8（
7
6
8
）

3
1
1
1
内
線
2
2
7

▼
久
喜
市

鷲
宮
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り

と
き　

5
月
13
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
3
時

と
こ
ろ　

鷲
宮
総
合
支
所
庁
舎
駐
車

場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
食
べ
物
味
自
慢
、
ゲ

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
、
地
震
体
験
車
な
ど

問
合
せ　

鷲
宮
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
生
活
安

全
課
鷲
宮
市
民
生
活
係
内
）☎（
58
）

1
1
1
1

▼
杉
戸
町

親
子
で
参
加

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

と
き　

5
月
12
日（
土
）
午
前
10
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　

国
体
記
念
運
動
広
場（
杉
戸

町
杉
戸
3
2
0
1

-

1
）

内
容　

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
や
、
ペ
タ
ン

ク
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
昔
遊
び

の
体
験

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

杉
戸
町
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
す
ぎ
ス
ポ
事
務
局
☎（
48
）

5
1
6
1
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行
）。

と
き　

4
月
28
日（
土
）午
前
9
時
～
11

時
30
分（
集
合
は
8
時
50
分
）

と
こ
ろ　

幸
手
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
集
合

定
員　

20
人（
申
込
み
順
）

※
最
低
催
行
人
数
5
人

参
加
費　

2
0
0
円（
保
険
代
含
む
）

主
催　

幸
手
宿
観
光
ガ
イ
ド
の
会

当
日
連
絡
先　

中
島
さ
ん
☎
0
9
0

（
4
3
6
2
）7
6
3
7

申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
課　

内

線
5
9
3
・

（
43
）
1
1
2
3

就

職

支

援

セ

ミ

ナ

ー

応
募
書
類
の
書
き
方
に
つ
い
て

　

就
職
活
動
の
第
一
歩
と
な
る
応
募
書

類
の
作
成
に
つ
い
て
考
え
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

5
月
24
日（
木
）、
6
月
12
日

（
火
）、
7
月
12
日（
木
）、
8
月
23

日（
木
）、
9
月
20
日（
木
）、
10
月

11
日（
木
）、
12
月
11
日（
火
）、
平

成
31
年
1
月
10
日（
木
）、
3
月
14

日（
木
）
午
後
2
時
～
3
時
15
分（
受

付
け
は
1
時
30
分
か
ら
）

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
1

会
議
室
Ｂ

内
容　

職
務
経
歴
書
の
書
き
方
Ｄ
Ｖ
Ｄ

セ
ミ
ナ
ー
、
履
歴
書
の
書
き
方
講

習
、
面
接
成
功
の
カ
ギ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ

ミ
ナ
ー

※
雇
用
保
険
受
給
者
に
は
、
就
職
活
動

☎

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と
き　

4
月
17
日（
火
）
午
後
1
時
30

分
～
4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
2

会
議
室

内
容　

相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
、
金

銭
貸
借
な
ど
の
問
題
、
会
社
設
立
、

農
地
転
用
、
交
通
事
故
示
談
、
外

国
人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
春
日
部

支
部
☎
0
4
8（
8
1
2
）5
0
9
2

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

合

同

登

記

相

談

会

と
き　

4
月
19
日（
木
）午
後
1
時
～
4

時
と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
1
階
入
札

室
内
容　

遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
、
分

筆
、
地
目
変
更
な
ど

定
員　

9
人（
先
着
順
）

問
合
せ　

埼
玉
司
法
書
士
会
埼
葛
支
部

☎（
25
）1
2
7
1
、
埼
玉
土
地
家
屋
調

査
士
会
埼
葛
支
部
☎（
40
）1
5
5
1

生

ご

み

処

理

容

器

な

ど

の

購

入

補

助

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
減

ら
す
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理
容
器

や
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

つ
ぎ
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

・
市
内
在
住
の
人

・
自
宅
に
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
設
置

し
、
継
続
的
に
使
用
で
き
る
人

・
堆
肥
化
さ
れ
た
生
ご
み
を
自
家
処
理

で
き
る
人

内
容　

つ
ぎ
の
区
分
ご
と
に
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

申
込
み　

申
請
書（
環
境
課
で
配
布
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
）
を
環
境
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

・
購
入
日
、
購
入
者
名
、
購
入
金
額
、

品
名
、
販
売
店
の
住
所
、
店
名
、
電

話
番
号
が
明
記
さ
れ
た
領
収
書（
レ

シ
ー
ト
不
可
）

・
必
要
事
項
が
漏
れ
な
く
明
記
さ
れ
た

保
証
書（
後
日
返
却
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）
0
3
3
1
・

（
48
）2
2
2
6

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

委
嘱
期
間　

7
月
1
日
か
ら
2
年
間

活
動
内
容　

日
常
生
活
で
気
付
い
た
江

戸
川
の
情
報
を
連
絡
す
る（
月
1
回

以
上
）

応
募
資
格　

健
康
で
河
川
愛
護
に
関
心

が
あ
り
、
河
川
か
ら
概
ね
5
km
以

内
に
在
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

人
手
当　

実
費
程
度

申
込
み　

5
月
18
日（
金
）
ま
で
に
江

戸
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
t
r
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/

e
d
o
g
a
w
a
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

）
か
ら
応
募

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送（
〒
2
7
8

-

0
0
0
5　

千

葉
県
野
田
市
宮
崎
1
3
4
）

問
合
せ　

江
戸
川
河
川
事
務
所
☎
04

（
7
1
2
5
）
7
3
1
9
・

04

（
7
1
2
5
）
0
6
7
9

と
し
て
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
。

定
員　

各
40
人（
要
予
約
・
申
込
み
順
）

※
申
込
み
開
始
日
は
、
各
セ
ミ
ナ
ー
実

施
月
の
前
月
第
2
木
曜
日

申
込
み
・
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
春

日
部
☎
0
4
8
（
7
3
6
）
7

 
6
 1 

1幸
手
本
因
坊
祭　

伯
元
・

察
元
・
烈
元　

墓
石
巡
り

　

幸
手
市
は
、
江
戸
時
代
三
代
続
い
て

本
因
坊
を
輩
出
し
た
ま
ち
で
、
そ
の
墓

石
も
市
内
に
あ
り
ま
す
。

　

墓
石
を
歩
い
て
巡
る
こ
と
で
、
市
の

歴
史
・
文
化
を
知
る
と
と
も
に
、
心
身

の
健
康
の
維
持
も
め
ざ
し
ま
す
。

と
き　

5
月
15
日（
火
）午
前
9
時
30
分

か
ら

と
こ
ろ　

幸
手
駅
前
集
合

内
容　

1
部
／
本
因
坊
墓
石
巡
り

　

2
部
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
会

（
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
「
瀬
戸
の

花
嫁
」
「
あ
あ
上
野
駅
」な
ど
）

　

3
部
／
講
演
会
「
日
光
御
廻
り
道
の

歴
史
」

費
用　

3
0
0
円（
保
険
代
含
む
）

定
員　

50
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

5
月
5
日（
祝
）ま
で
に
電
話

問
合
せ　

幸
手
市
囲
碁
連
盟
事
務
局

小
田
さ
ん
☎
0
9
0
（
4
8
4
3
）

6
1
0
9

電動式生ごみ処理機 コンポスト・ＥＭ容器

補助
金額

購入価格（税込）の
1/2 の額 2,000 円

※上限 10,000 円
※購入価格（税込）が

2,000 円未満のと
きは購入価格

補助
基数

1 基 /1 世帯 2基 /1 世帯

幸
手
宿
「
宿
場
あ
る
き
」

　

幸
手
宿
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
ま

ち
な
か
を
歩
い
て
巡
る
「
宿
場
あ
る
き
」

を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す（
少
雨
決
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■
2
月
の
水
の
使
用
量
／
総
配
水
量
51
万
4
2
9
1
３

ｍ（
前
月
の
総
配
水
量
56
万
6
6
7
5
３

ｍ
）

と
こ
ろ　

図
書
館
香
日
向
分
館

対
象　

4
歳
～
小
学
生

問
合
せ　

図
書
館
☎（
42
）
0
1
6
9
・

（
44
）0
5
3
6

春

の

野

草

研

究

会

と
き　

4
月
24
日（
火
）午
前
9
時
集
合

と
こ
ろ　

東
公
民
館

内
容　

自
然
探
索
と
野
草
の
天
ぷ
ら
試

食
会
、
民
具
資
料
館
見
学

講
師　

長
須　

房
次
郎
氏

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　

20
人（
申
込
み
順
）

参
加
費　

2
0
0
円（
材
料
代
な
ど
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
ル
ー

ペ（
な
く
て
も
可
）

申
込
み　

4
月
11
日（
水
）午
前
9
時
か

ら
参
加
費
を
添
え
て
、
直
接
中
央

公
民
館
へ（
電
話
申
込
み
不
可
）

問
合
せ　

東
公
民
館
☎
・
（
48
）0
 0 

1
3

児

童

館

イ

ベ

ン

ト

申
込
み　

4
月
3
日（
火
）か
ら

▼
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
き　

4
月
24
日（
火
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

講
師　

小
野
﨑　

香
織
氏（
わ
ら
べ
う

た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

対
象　

生
後
2
か
月
ご
ろ
か
ら
歩
き
始

め
る
前
の
乳
児
と
保
護
者

▼
こ
ど
も
映
画
会

と
き　

5
月
6
日（
日
）午
後
1
時
30
分

か
ら

内
容　

16
ミ
リ
ア
ニ
メ
映
画
の
上
映

対
象　

幼
児
～
小
学
生

▼
お
は
な
し
会

◎
ひ
と
つ
ぶ
お
は
な
し
会

と
き　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
か
ら

内
容　

絵
本「
ち
い
さ
な
ひ
つ
じ　

フ
リ

ス
カ
」、
お
は
な
し「
文
福
茶
釜
」な
ど

対
象　

5
歳
以
上
の
人

◎
お
は
な
し
の
森

と
き　

4
月
11
日（
水
）・
25
日（
水
）午

前
10
時
30
分
か
ら（
毎
月
第
2
・
第

4
水
曜
日
）

内
容　

絵
本
「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
お
は
よ

う
」な
ど

対
象　

0
歳
～
小
学
校
就
学
前
の
幼
児

と
保
護
者

◎
な
で
し
こ
サ
ロ
ン

と
き　

4
月
19
日（
木
）午
前
10
時
30
分

か
ら（
毎
月
第
3
木
曜
日
）

内
容　

絵
本
、
手
遊
び
、
お
し
ゃ
べ
り

な
ど

※
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
子

育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

対
象　

0
歳
～
小
学
校
就
学
前
の
幼
児

と
保
護
者

※
各
お
話
し
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
香
日
向
お
は
な
し
会

と
き　

4
月
22
日（
日
）午
前
11
時
か
ら

（
毎
月
第
4
日
曜
日
）

⑥ ⑦ ⑧ ⑨
親子
リトミック

11 時だよ！
みんなあつまれ!! 身体計測の日 キッズテラスで

遊び隊

と き

毎月
第 3水曜日 4月19日（木）

4月24日（火）

毎月
第 2木曜日

不定期
（全 7回）

4月18日 4月12日 4月26日（木）

午前11時～
11時 30分

午前11時～
11時 15分

午前10時～
正午

午前11時～
11時 30分

ところ 親子プレイルーム こども訓練室1 キッズテラス

① ② ③ ④ ⑤
親子で

踊り隊
親子で

遊び隊
親子で
お話きき隊

親子で
お絵かきし隊

作って
　飾ろう！

と き

毎月
第 1火曜日

毎月
第 2火曜日

毎月
第 3火曜日

不定期
（全 11 回 )

不定期

5月 1日
※ 4月はお休み

4月10日
5月 8日

4月17日 4月27日（金） 4月11日（水）

午前11時～11時 30分

ところ 親子プレイルーム

親 子 プ レ イ ル ー ム イ ベ ン ト
ところ　ウェルス幸手（乳幼児と保護者対象）

内　容　①～⑦体操や手遊び、親子でふれあいなど

　　　　⑧手形スタンプ　⑨しゃぼん玉遊びなど

問合せ　こども支援課☎（42）8454・（42）2130

埼

玉

中

央

フ

ィ

ル

第
22 
回
定
期
演
奏
会

と
き　

5
月
20
日（
日
）午
後
2
時
開
演

（
開
場
は
1
時
15
分
）

と
こ
ろ　

久
喜
総
合
文
化
会
館

曲
目　

「
モ
ル
ダ
ウ
」、
「
新
世
界
よ
り
」

な
ど

指
揮　

岸
本　

祐
有
乃
氏

入
場
料　

指
定
席
／
1
0
0
0
円

　

自
由
席
／
5
0
0
円

販
売　

久
喜
総
合
文
化
会
館
窓
口
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ

問
合
せ　

渡
辺
さ
ん
☎（
92
）
2
5
5
3

図

書

館

イ

ベ

ン

ト

と
こ
ろ　

図
書
館

▼
図
書
館
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

と
き　

4
月
28
日（
土
）
～
5
月
6
日

（
日
）

と
こ
ろ　

図
書
館
本
館
・
香
日
向
分
館

内
容　

図
書
館
で
問
題
用
紙
を
受
け
取

り
、
本
を
読
ん
で
ク
イ
ズ
に
挑
戦

対
象　

小
学
生

定
員　

10
組（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
湯
冷
ま
し
、
お

む
つ
な
ど

※
予
防
接
種
後
48
時
間
以
内
の
参
加
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
フ
ラ
ワ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
制
作

と
き　

4
月
28
日（
土
）午
前
10
時
～
11

時
45
分

講
師　

菅
原　

和
恵
氏

対
象　

小
・
中
学
生
、
高
校
生

定
員　

15
人（
申
込
み
順
）

▼
幸
手
お
も
ち
ゃ
の
病
院

と
き　

4
月
28
日（
土
）午
後
1
時
～
4

時（
受
付
け
は
3
時
30
分
ま
で
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
お
も
ち
ゃ
の
治
療

費
用　

無
料（
多
少
の
部
品
代
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
事
前
申
込
み
不
要

▼
赤
ち
ゃ
ん
の
タ
ッ
チ
ケ
ア

と
き　

5
月
11
日（
金
）午
後
2
時
～
3

時
講
師　

竹
内　

理
恵
子
氏（
助
産
師
）

対
象　

0
歳
～
1
歳
3
か
月
の
乳
児
と

保
護
者

定
員　

10
組（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

▼
風
船
で
作
る
お
さ
ん
ぽ
ア
ニ
マ
ル

と
き　

5
月
17
日（
木
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

問
合
せ　

児
童
館
☎
・
（
43
）5
5
2
1



（26）

金
曜
昼
の
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン

と
き　

4
月
6
日
～
6
月
15
日
毎
週
金

曜
日
午
後
2
時
～
3
時

※
5
月
4
日
を
除
く

と
こ
ろ　

ア
ス
カ
ル
幸
手

定
員　

20
人

参
加
費　

4
0
0
0
円（
保
険
代
含
む
）

申
込
み
・
問
合
せ　

ア
ス
カ
ル
幸
手
☎

（
48
）
0
0
4
8
・

（
48
）
2
8
2
8

グ

ラ

ン

ド

ピ

ア

ノ

演

奏

体

験

　

普
段
、
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
）を
ホ
ー

ル
で
自
由
に
弾
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
友
人
同
士
で
ほ
か
の
楽
器

を
持
ち
寄
り
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。

と
き　

4
月
～
6
月
の
毎
月
第
2
・
第

3
水
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
5
時

30
分

と
こ
ろ　

ア
ス
カ
ル
幸
手

参
加
費　

1
0
0
0
円
／
時
間

申
込
み
・
問
合
せ　

ア
ス
カ
ル
幸
手
☎

（
48
）
0
0
4
8
・

（
48
）
2
8
2
8

Ｉ
Ｔ
い
き
が
い
大
学

パ
ソ
コ
ン
＆
ス
マ
ホ
教
室

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

生
活
の
必
需
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
使
い
こ
な
す
自
信
が
な
い
人
、
も
う

少
し
身
近
に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
人
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

①
5
月
8
日
～
平
成
31
年
3
月

5
日
火
曜
日　

②
5
月
11
日
～
平

成
31
年
2
月
15
日
金
曜
日
午
後
1

時
30
分
～
4
時
30
分（
各
全
30
回
）

と
こ
ろ　

カ
ル
ス
タ
す
ぎ
と（
杉
戸
町

大
島
4
7
7

-

8
）

内
容　

①
基
礎
コ
ー
ス　

②
応
用
コ
ー
ス

対
象　

幸
手
・
杉
戸
近
隣
に
お
住
ま
い

の
人

費
用　

各
3
6
0
0
0
円（
分
割
支
払

い
も
可
）

申
込
み
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ぎ

と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ
ブ
☎
・

（
31
）

0
0
5
5

市

民

環

境

講

座

中
川
探
検
ウ
ォ
ー
ク

と
き　

4
月
21
日（
土
）
午
前
9
時
30

分
～
午
後
1
時
30
分（
受
付
け
は
9

時
15
分
か
ら
）

と
こ
ろ　

東
公
民
館
集
合

内
容　

中
川
と
宇
和
田
公
園
の
草
花
の

観
察

※
雨
天
時
は
、
東
公
民
館
で
植
物
の
学

習
会
を
行
い
ま
す
。

講
師　

山
本　

裕
隆
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
よ
あ
し
は
ら
理
事
）

定
員　

30
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

カ
メ
ラ
、
双
眼
鏡
、
植
物
図

鑑（
な
く
て
も
可
）、
水
筒
、
雨
具
、

軍
手
、
昼
食

申
込
み　

4
月
3
日（
火
）午
前
8
時
30

▼
幸
手
自
然
愛
護
会

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

○
日
時
／
5
月
5
日（
祝
）
午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分
北
公
民
館
集

合（
小
雨
決
行
）　

○
内
容
／
な
ん

じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
見
学　

○
参
加
費
／

3
0
0
円　

○
持
ち
物
／
飲
み
物
、

雨
具
な
ど　

○
申
込
み
／
4
月
20
日

（
金
）ま
で
に
電
話　

○
問
合
せ
／
山

中
さ
ん
☎（
58
）2
3
8
5
、
横
田
さ

ん
☎（
43
）
1
3
7
3

▼
香
日
向
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

○
日
時
／
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
後

1
時
～
5
時　

○
場
所
／
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

○
年
会
費
／

3
0
0
0
円　

○
問
合
せ
／
田
島
さ

ん
☎（
43
）3
0
2
9

▼
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

○
日
時
／
6
月
23
日（
土
）・
30
日

（
土
）午
前
9
時
～
午
後
4
時　

○
場

所
／
県
立
春
日
部
高
等
技
術
専
門

校（
春
日
部
市
下
大
増
新
田
61

-

1
）　

○
内
容
／
1
か
ら
学
ぶ
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
ビ
ジ
ネ
ス
活
用　

○
定
員
／
20

人　

○
参
加
費
／
2
0
0
0
円（
別

途
、
テ
キ
ス
ト
代
）　

○
申
込
み
／

5
月
1
日（
火
）
～
10
日（
木
）
に
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

p
r
e
f
.
s
a
i
t
a
m
a
.
l
g
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/

b
0
8
0
9
/

）
へ　

○
問
合
せ
／
県
立
春

日
部
高
等
技
術
専
門
校
☎
0
4
8

（
7
3
7
）3
5
1
1

▼
れ
ん
げ
そ
う
作
業
所

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

○
日
時
／
5
月
27
日（
日
）
午
前
11

時
～
午
後
2
時　

※
雨
天
時
は
6
月

3
日（
日
）に
順
延　

○
場
所
／
倉
松

公
園
遊
歩
道（
杉
戸
第
二
小
学
校
裏
）　

○
申
込
み
／
4
月
9
日（
月
）以
降
の

月
曜
～
金
曜
日
午
前
9
時
～
午
後
5

時（
祝
日
を
除
く
）　

○
問
合
せ
／
れ

ん
げ
そ
う
作
業
所
☎（
34
）9
4
5
1

分
か
ら
環
境
課
へ（
電
話
申
込
み
可
）

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）
0
3
3
1
・

（
48
）2
2
2
6

子
育
て
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

と
き　

4
月
13
日（
金
）午
前
10
時
～
11

時
30
分（
毎
月
第
2
金
曜
日
）

と
こ
ろ　

南
公
民
館
児
童
室

内
容　

春
だ　

一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護

者
参
加
費　

無
料

問
合
せ　

山
本
さ
ん（
主
任
児
童
委
員
）

☎（
42
）
1
7
4
3

　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）
8
4
3
5
・


（
43
）5
6
0
0

▼
舞
踊
連
盟
発
表
会

○
日
時
／
5
月
13
日（
日
）午
前
10
時

開
演　

○
場
所
／
北
公
民
館　

○
入

場
料
／
無
料　

○
問
合
せ
／
中
村
さ

ん
☎（
42
）2
4
3
7

▼
役
に
立
つ
日
常
英
会
話

ハ
ロ
ー
の
会　

会
員
募
集

○
日
時
／
毎
週
金
曜
日
午
前
9
時
30

分
～
11
時（
月
4
回
）　

○
場
所
／
西

公
民
館　

○
内
容
／
道
案
内
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
注
文
な
ど
、
身
近

な
テ
ー
マ
を
易
し
い
表
現
で
学
習　

○
月
会
費
／
3
0
0
0
円（
ネ
イ

テ
ィ
ブ
講
師
を
招
く
と
き
は
、
別
途

1
5
0
0
円
）　

○
問
合
せ
／
小
森

谷
さ
ん
☎（
48
）7
1
4
7

▼
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
発
達
障
害

『
全
国
親
の
会
』春
日
部
大
会

　

子
ど
も
の
問
題
や
子
育
て
で
お
悩

み
の
人
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
一
緒
し

ま
し
ょ
う
。講
師
は
金
盛
浦
子
先
生
。

○
日
時
／
4
月
22
日（
日
）午
前
10
時

30
分
～
午
後
4
時
15
分　

○
場
所
／

春
日
部
市
民
文
化
会
館　

○
内
容
／

体
験
談
、
自
律
訓
練
法
、
グ
ル
ー
プ

相
談　

定
員
／
3
0
0
人（
要
申
込

み
）　

○
参
加
費
／
無
料　

○
問
合

せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｙ
倶
楽
部

☎
03（
3
9
4
2
）5
0
0
6

▼
根
岸
流
・
端
唄
・
三
味
線
体
験
講
座

○
日
時
／
4
月
23
日（
月
）
午
後
1

時
～
2
時
30
分　

○
場
所
／
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

○
対
象
／
興

味
の
あ
る
人（
要
事
前
申
込
み
）　
　

○
曲
目
／
「
さ
く
ら
」、「
祇
園
小
唄
」　

○
参
加
費
／
2
0
0
円　

○
問
合

せ
／
阿
部
さ
ん
☎（
43
）7
9
4
9

介
護
認
定
調
査
員
募
集

資
格　

介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
福
祉

士
・
看
護
師
・
保
健
師
い
ず
れ
か

の
資
格
お
よ
び
運
転
免
許
証
を
有

す
る
人

業
務　

要
介
護
認
定
申
請
者
宅
へ
の
訪
問

調
査

勤
務　

週
3
日
程
度　

※
調
査
件
数
2
～
3
件
／
日

募
集
人
数　

若
干
名

申
込
み　

4
月
17
日（
火
）ま
で

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
☎（
42
）8

 
4
 4 

4
・

（
43
）5
6
0
0



▼
ク
ラ
ブ
幸
手

　

http:/
/
w
w
w
.clu

b
-
s
atte

.o
r
g
/

◎
あ
す
な
ろ
農
園
・
惣
新
田

○
日
時
／
①
毎
週
土
曜
日　

②
毎

週
日
曜
日
午
前
9
時
30
分
～
正

午　

○
場
所
／
惣
新
田
1
6
0
8

番
地
ほ
か　

○
内
容
／
①
野
菜
作

り　

②
花
と
古
代
米
作
り　

○
定

員
／
5
人（
申
込
み
順
）　

○
年

会
費
／
5
0
0
0
円（
保
険
代
含

む
）　

○
問
合
せ
／
宮
下
さ
ん
☎

0
9
0（
2
2
5
2
）0
9
1
8

▼
幸
手
太
極
拳
悠
々
ク
ラ
ブ

　

初
心
者
向
け
の
太
極
拳
講
習
会
で

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
日
時
／
4
月
第
1
・
2
・
4
木

曜
日
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分　

○
場
所
／
武
道
館　

○
参
加
費
／
無

料　

○
問
合
せ
／
中
沢
さ
ん
☎（
44
）

1
2
1
8

▼
詩
吟
会
員
募
集

○
日
時
／
毎
週
月
曜
・
日
曜
日
午
前

9
時
30
分
～
11
時
30
分（
各
月
3
回
）　

○
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

○
月
会
費
／
2
2
0
0
円　

○
問
合

せ
／
切
貫
さ
ん
☎（
43
）9
5
2
5

☎

◆法律相談（要予約、同一内容の再相談は不可）

と　き　4月 12日（木）、26日（木）

　　　　5月 10日（木）午後 1時～ 4時 30 分

ところ　市役所第二庁舎 2階第 2会議室

問合せ　市民協働課　内線 174

◆行政相談

と　き　4月 12 日（木）・5月 10 日（木）

　　　　午前 9時 30 分～正午

ところ　市役所第二庁舎 2階第 2会議室

問合せ　市民協働課　内線 174

◆消費生活相談（電話相談可）

と　き　毎週月・水・木・金曜日午前 10 時～

　　　　午後3時30分（正午～午後1時を除く）

ところ　市役所本庁舎1階市民協働課内

問合せ　幸手市消費生活センター　内線 192

◆人権相談

と　き　4月12日（木）・5月10日（木）

　　　　午前 9時 30分～正午

ところ　市役所第二庁舎 1階第 5会議室

問合せ　人権推進課　内線 162

◆幸手市ふるさとハローワーク

と　き　毎週月曜～金曜日午前 9時～午後 5時

ところ　市役所第二庁舎 1階

問合せ　幸手市ふるさとハローワーク☎（43）8609

◆内職相談（電話相談可）

と　き　毎週火曜・金曜日午前10時～午後4時

　　　　（受付けは午後 3時 30 分まで）

ところ　市役所本庁舎 1階相談室

問合せ　商工観光課　内線594、相談室　内線184

◆家庭児童相談（電話相談可）

と　き　毎週月曜～金曜日午前 9時～午後 4時

ところ　ウェルス幸手 1階家庭児童相談室

問合せ　こども支援課☎（43）2447（相談室直通）

◆生活困窮者自立支援相談

と　き　毎週月曜～金曜日

　　　　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

ところ　ウェルス幸手 1階社会福祉協議会内

問合せ　社会福祉協議会☎（43）3277

◆ボランティア相談（電話相談可）

と　き　毎週月曜～金曜日

　　　　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

ところ　ウェルス幸手 1階社会福祉協議会内

問合せ　社会福祉協議会☎（43）3277

◆心配ごと相談（電話相談可）

と　き　4月 12 日、26 日、5月 10 日

　　　　木曜日午後 1時～ 4時

ところ　ウェルス幸手 1階社会福祉協議会内

問合せ　社会福祉協議会☎（43）3277

◆教育相談（電話相談可）

と　き　毎週月曜～金曜日

　　　　午前9時 30分～午後3 時 30 分

ところ　心すこやか支援室（東 3-12-25）

　　　　※小・中学生のほか、卒業生の相談可

問合せ　心すこやか支援室☎（42）0356

　

武
道
・
体
育
指
導
Ⅰ
類
／
柔
道
・
剣
道

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
Ⅰ
類

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
警
察
署
☎（
42
）0
1
1
0

埼

玉

県

食

品

表

示

調

査

員

募

集

内
容　

日
ご
ろ
の
買
い
物
を
と
お
し
て

食
品
販
売
店
で
食
品
の
表
示
状
況
を

確
認
し
、
定
期
的
に
県
に
報
告（
年

間
20
店
舗
程
度
）

任
期　

6
月
～
平
成
31
年
3
月

対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

謝
金　

5
0
0
0
円
／
年

※
年
間
を
通
じ
て
の
上
限
額
。
交
通
費

な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

1
0
0
人（
選
考
）

申
込
み　

4
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
①

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
②
住
所
、
③
電

話
番
号
、
④
性
別
、
⑤
年
齢
、
⑥

埼

玉

県

警

察

官

採
用
試
験
（
第
1
回
）

受
付　

4
月
20
日（
金
）ま
で

第
1
次
試
験　

5
月
13
日（
日
）

資
格　

Ⅰ
類
／
昭
和
63
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業

ま
た
は
平
成
31
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人（
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人
を
含
む
）

　

Ⅱ
類
／
昭
和
63
年
4
月
2
日
～
平
成

11
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、

短
期
大
学
ま
た
は
専
修
学
校
を
卒

業
ま
た
は
平
成
31
年
3
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人（
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
を
含
む
）

　

Ⅲ
類
／
Ⅰ
類
・
Ⅱ
類
に
該
当
し
な
い

人
で
、
昭
和
63
年
4
月
2
日
～
平

成
12
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

　

国
際
捜
査
Ⅰ
類
／
中
国
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
、
タ
イ
語

職
業
、
⑦
応
募
理
由（
1
0
0
字
程

度
）
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送（
〒
3
3
0

-

9
3
0
1　

さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3

-

15

-

1　

埼
玉
県
農
林
部
農
産
物
安
全
課
）

問
合
せ　

県
農
産
物
安
全
課
☎
0
4
8

（
8
3
0
）
4
1
1
0
・

0
4
8

（
8
3
0
）
4
8
3
2

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税
専

門
官（
国
家
公
務
員
）を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日　

1
次
／
6
月
10
日（
日
）

　

2
次
／
7
月
12
日（
木
）～
19
日（
木
）　

　

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
第
1
次
試
験
合

　

格
通
知
で
指
定
す
る
日

※
試
験
の
難
易
度
は
大
学
卒
業
程
度

試
験
会
場　

1
次
／
さ
い
た
ま
市
、
高

崎
市
な
ど

　

2
次
／
さ
い
た
ま
市
な
ど

資
格　

①
昭
和
63
年
4
月
2
日
～
平
成

9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

　

②
平
成
9
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ　

　

の
人
で
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
人

　

（
1
）大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
31
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見

込
み
の
あ
る
人　

（
２
）
人
事
院
が

（
１
）
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

合
格
発
表　

1
次
／
7
月
3
日（
火
）午

前
9
時　

最
終
／
8
月
21
日（
火
）

午
前
9
時

申
込
み　

4
月
11
日（
水
）
ま
で
に
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juk
en.html

）か
ら

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
☎
0
4
8
（
6
0
0
）
3
1
1
1

内
線
2
0
9
7



（28）
広報さっては、市内公共施設、駅、銀行などでも配布しています。

また、朗読ボランティアグループ幸手のみなさんのご協力により、広報さってテープ版、CD 版の提供もしています。

ご希望の人は、社会福祉協議会☎(43)3277・(40)1460 にお問い合わせください。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！

　
2
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
お

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
広
報
さ
っ
て
】第
6
4
8
号（
通
番
7
5
8
号
）平
成
30
年（
2
0
1
8
年
）4
月
1
日
発
行 

　
編
集
・
発
行
▼
幸
手
市
役
所
総
合
政
策
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　
　
　
　
　
　
〒
3
4
0
‐
0
1
9
2

　
幸
手
市
東
4
‐
6
‐
8

　
　
　
　
　
　
　
☎
0
4
8
0（
43
）１
１
１
１
内
線
6
8
4

　
　
　
　
　
　
　

0
4
8
0（
43
）1
1
2
2

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
お
よ
び
ベ
ジ
タ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

幸手市の人口
3 月 1 日現在（前月比）

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

人口
　51,859 人　（-22）

 男
　26,124 人　（ -8）

 女
　25,735 人　（-14）

世帯
　22,581 世帯（+14）

今月の表紙

　今月より広報紙のデザインを一新し

ました。これは、今年度からのシティ

プロモーションの強化に伴い、より多

くのみなさんに広報紙を手に取ってい

ただくため、取り組んだものです。

　また、2 月末より市ホームページ

（https://www.city.satte.lg.jp/）
も併せてリニューアルしました。いろ

いろな情報を発信していくので、ぜひ、

ご覧ください。

　新しいキャッチフレーズ

「幸せなら手をつなごう」

もどうぞよろしくお願い

します！

（
2
歳
）

（
2
歳
）

（
1
歳
1
か
月
）

（
6
か
月
）

佐藤能人・由香理さん（南 3）の長男

可愛い優斗は皆の宝物。

優しく元気に大きくなぁ～れ♪

野口英彰・直美さん（東 4）の二女

元気いっぱいのりこちゃん

お姉ちゃんと仲良く！優しい子になってね。

土井昇・彩友美さん（東 1）の二男

毎日笑顔でいてね☆

西山守・美佐さん（上高野 1）の二男

うまれてきてくれてありがとう♡

海み

お桜
　
ち
ゃ
ん

莉り

こ子
　
ち
ゃ
ん

琥こ

う

が冴
ち
ゃ
ん

優ゆ

う

と斗
　
ち
ゃ
ん






- -

  

幸手市緑台１-６-２０

　3月 26 日（月）～ 4月 10 日（火）、

県営権現堂公園幸手桜堤で「第 88

回幸手桜まつり」が開催されてい

ます。

　表紙は昨年の桜まつりの様子で

す。約 1000 本、1 ㎞にわたる桜並

木と、菜の花の美しいコントラス

トを一目見ようと、たくさんの人

が訪れました。


